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森林インストラクター東京会 会報 2024年3月1日発行

通信

総 会 議 事 次 第

１． 開 会 宣 言 と定 足 数 報 告

２． 会 長 挨 拶

３． 議 長 選 出

４． 決 議 事 項

＜ 2024年 度 （令 和 6年 度 ）FIT総 会 の ご案 内 ＞

森 林 インス ト ラク ター東 京 会 （FIT）の 2024年 度 （令 和 6年 度 ）総 会 を下 記 の 要 領 で 開

催 い たします。

FIT総 会

日 時 ：3月 16日 （土 ）12:30～ 18:00（受 付 12:00より）

第 1部 12:30-14 :00講 演 会 講 師 ：多 田 多 恵 子 さん

テーマ「道 草 さんぽ の 愉 しみ 方 」

（参 加 費 は 無 料 。参 加 者 は 総 会 本 会 へ の 出 席 が 前 提 。オンライン配 信 は なし。）

第 2部 14:15-15 :45 総 会 （本 会 ）

第 3部 16:00-17 :45 懇 親 会 （参 加 は 任 意 。会 費 2,000円 。）

会 場 ：後 楽 園 「林 友 ビル 」６F 日 本 森 林 林 業 振 興 公 団 会 議 室

文 京 区 後 楽 1-7-12

地 下 鉄 「後 楽 園 」駅 徒 歩 6分 、JR「飯 田 橋 」駅 徒 歩 7分

総 会 議 題 ：本 会 報 の 総 会 議 事 次 第 を参 照 してください 。

出 欠 ：

今 回 の 総 会 は 初 めての 試 み として、会 場 での リアル 出 席 に 加 えてリモート（Zoom）参

加 （傍 聴 ）を併 用 するハ イブリッド型 式 とします。

Zoom参 加 者 は 傍 聴 者 の 扱 い となりま すの で 、出 欠 としては 出 席 では な く、欠 席 で す

の で、委 任 状 の 提 出 をお 願 い します。傍 聴 者 扱 い ですが 、意 見 や 質 問 は 可 能 です。

ＭＬ会 員 は 、ＭＬに て 別 途 連 絡 の 総 会 開 催 案 内 の フ ォーム メ ーラに て 出 欠 を回 答 し

て くだ さい 。非 ＭＬ会 員 は 別 途 送 付 の 総 会 開 催 案 内 に 同 封 の 葉 書 に て 出 欠 を回

答 してください 。

出 欠 の 回 答 締 め切 りは 、3月 11日 （月 ）。尚 、友 の 会 会 員 は 、参 加 できませ ん。

お 願 い ：総 会 成 立 要 件 であ る定 数 （委 任 を含 めて会 員 総 数 の １/2以 上 ）を確 保 する

必 要 が あ りま すの で、欠 席 の 場 合 は 支 障 の ない 限 り、委 任 状 の 提 出 をお 願 い しま

す。

尚 、委 任 状 に は 、議 案 ごとに 賛 否 をご記 入 できるように してい ます。
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第 1号 議 案 ：2023年 度 全 体 ・各 部 会 活 動 報 告 お よび決 算 報 告 ・監 査 報 告

第 2号 議 案 ：新 規 活 動 支 援 制 度 の 件

第 3号 議 案 ：2024年 度 運 営 体 制 （役 員 、部 会 長 ）

第 4号 議 案 ：2024年 度 全 体 活 動 方 針 ・各 部 会 活 動 計 画 お よび予 算 案

５． 議 長 解 任 と閉 会 宣 言

本 号 は 、総 会 当 日 の 議 事 資 料 とな りま す。フ ォレス ト通 信 の 印 刷 物 は 配 布 しま せ んの

で、各 自 （印 刷 等 で）閲 覧 できる準 備 をして出 席 ・参 加 してください 。FIT名 札 も お 忘 れ なき

ようお 願 い します。

2月 「森 の 日 」の 結 果 を受 け た仮 決 算 見 込 み お よび予 算 案 は 、FITデータベ ース（旧 HP）

に 掲 載 しま す。総 会 へ の 出 欠 お よび欠 席 の 場 合 の 委 任 状 発 信 の 判 断 に ご 活 用 くださ

い 。決 算 見 込 み は 、会 計 監 査 終 了 後 に 最 終 決 算 に 入 れ 替 えます。

総 会 は 、FITの 最 高 決 定 機 関 であ り、運 営 全 体 に わ たっ て 1年 間 の 活 動 を総 括 し、次

の 1年 に 向 け ての 活 動 の 方 向 付 け をするスタートの 機 会 となります。日 頃 FIT「森 の 日 」に

参 加 できない 方 も 是 非 ご出 席 い ただき、ご意 見 を賜 りたく存 じます。

＜ 2024年 度 総 会 承 認 事 項 ＞

第 1号 議 案 ：2023年 度 （令 和 5年 度 ）全 体 ・各 部 会 活 動 報 告 お よび決 算 報 告 ・監 査 報 告

◎ 2023年 度 全 体 活 動 報 告

2021年 9月 末 に 緊 急 事 態 宣 言 が 解 除 され て 以 来 、FITとして の 「緊 急 事 態 宣 言 下 で の

活 動 の 自 粛 」は 解 除 され たままの 状 態 となってお り、更 に 2023年 5月 に は 新 型 コ ロナ ウィ

ル ス感 染 症 は 5類 感 染 症 に 移 行 され 、個 人 の 選 択 を尊 重 し、自 主 的 な 取 り組 み をベ ー

スとした取 り組 み に なりました。

但 し、感 染 が 終 息 したわ け では なく感 染 防 止 に 配 慮 した活 動 が 続 い てい ます。

ま た、2023年 度 中 に Cone保 険 が 適 用 され る事 故 が ５件 発 生 しま した。安 全 に 対 してこ れ

まで以 上 に 注 意 を払 ってい く必 要 が あ りま す。

会 の 年 間 行 事 としては 、

2023年 3月 11日 に 2023年 度 FIT総 会 を開 催 。前 後 の 講 演 会 、懇 親 会 も実 施 され ました。

2023年 8月 11日 の 暑 気 払 い も4年 ぶ りに 実 施 され ました。

2024年 1月 13日 に 新 年 会 を開 催 。入 会 説 明 会 、観 察 会 、懇 親 会 も 実 施 しま した。幹 事

の 入 会 3年 目 ニレの 会 の 皆 様 お 疲 れ 様 でした。

運 営 委 員 会 （森 の 日 ）は 、2023年 ４月 、6月 、8月 （臨 時 ）、9月 （臨 時 ）10月 、12月 、2024

年 1月 （臨 時 ）、2月 と８回 実 施 。

「森 の 日 」の 協 議 の 中 で、現 行 の 「活 動 支 援 助 成 金 制 度 」は 見 直 しが 必 要 で は ない か

との 意 見 が 出 た為 、9月 臨 時 「森 の 日 」に てプロジェク トチーム （PT）が 編 成 され ま した。こ

の PTの 検 討 の 結 果 、「活 動 支 援 助 成 金 制 度 」を廃 止 とし、新 たな「新 規 活 動 支 援 制 度」

創 設 が 提 案 され 、12月 「森 の 日 」に お い て3月 総 会 に 諮 ることを決 めました。

同 PTより、年 度 末 余 剰 金 が 多 くなってい るこ とに 関 連 して、年 会 費 を暫 定 的 に 2024年 度

を現 行 の 5,000円 か ら 4,000円 に 値 下 げするとい う提 案 が 出 され ま した。12月 「森 の 日 」で

の 協 議 では 賛 否 両 論 あ り、会 員 全 員 に 直 接 関 係 する案 件 で あ るこ とか ら 会 員 全 員 に

意 見 を求 めたうえで再 度 「森 の 日 」で扱 い を決 めるこ とに なりま した。会 員 全 員 を対 象 に ア

ンケ― を実 施 した結 果 、計 91通 の 回 答 が あ り、値 下 げに 賛 成 が 48通 、反 対 が 39通 、どち

らとも言 えない が 4通 となりま した。こ の アンケートの 結 果 も参 考 に ２月 「森 の 日 」に て総 会
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の 議 案 として提 案 するか どうか を協 議 した結 果 、再 び賛 否 両 論 あ りましたが 、採 決 の 結 果、

議 案 として 提 案 するこ とは しな い こ ととなりま した。（詳 細 は 、2024年 2月 「森 の 日 」議 事 録 を

参 照 してください ）

イベ ント関 連 での CONE保 険 の 利 用 実 績 ですが 、2023年 度 （1月 ま での 11か 月 分 ）3,282人

で 、2022年 度 （1年 ）実 績 3,979人 を1割 程 度 下 回 る見 込 み で す。当 初 2023年 度 は 昨 年 度

より更 に イベ ント参 加 者 数 が 回 復 して、2019年 度 実 績 （4,314人 ）の レベ ル に 戻 るこ とが 予

想 され て い ま したが 、昨 年 度 を下 回 る結 果 に な りま した。理 由 として は 、イベ ント の 安 全 な

運 営 の 観 点 か ら イベ ントの 参 加 者 数 を抑 え気 味 に するグ ル ープが あ っ た、コ ロナ 以 降 参

加 者 も 慎 重 に な り、少 しで も 体 調 が 優 れ な い 場 合 や 天 候 が は っ きり しな い 場 合 の 直 前

の キャ ンセル が 相 次 い だことが 考 えられ ます。

登 録 グ ル ープは 、今 年 1グ ル ープ増 えましたが 、実 働 してい ない ４グ ル ープを整 理 し、現 在

25。登 録 グ ル ープも 活 発 に 活 動 を実 施 して お り 、CON E 保 険 の 利 用 実 績 の うち、イベ ント

数 で2023年 度 は 約 4割 を占 めてい ます。

2023年 度 の 活 動 方 針 として 、 ① 知 名 度 ア ッ プ活 動 促 進 、② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活

用 、③ 活 動 参 加 者 の すそ野 拡 大 の 推 進 を挙 げました。

① に つ い て は 、FIT知 名 度 アップの 一 環 として 2016年 度 か ら 実 施 してい た「山 の 日 」制 定

記 念 ま るご と！ 高 尾 山 グ リーンク リーン作 戦 は 、「山 の 日 」その もの が 制 定 後 7年 を経

過 し国 民 に 定 着 して きて い る等 の 理 由 か ら 、「森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 」の 扱 い は 止

めるこ とに な りま した。一 方 、従 来 の 事 業 部 会 で の 外 部 案 件 は 、「講 師 派 遣 」と名 称 を

変 更 し、更 なる市 場 開 拓 を図 ってい ます。また、広 報 部 会 が 管 理 するホーム ペ ージは 会

員 へ の アンケート結 果 を反 映 して更 なる充 実 を図 ってい ます。登 録 グ ル ープの ホーム ペー

ジも 充 実 してきてい ま す。

② に つ い ては 、5月 に 予 定 してい た「み どりの フ ェステ ィバ ル 」は 中 止 に なりま したが 、10

月 「すみ だまつ り・こども まつ り」を支 援 しま した。一 方 、「活 動 支 援 助 成 金 制 度 」その も

の に つ い ては 、上 記 の 通 り、廃 止 され 新 たな「活 動 支 援 制 度 」の 提 案 が 、総 会 で諮 ら

れ るこ とに なりました。

③ に つ い ては 、（公 社 ）国 土 緑 化 推 進 機 構 が 主 催 する2023年 度 「森 林 ESDリーダー養 成

講 座 」に FITか ら も 参 画 し、小 金 井 市 立 小 学 校 全 校 で導 入 してい る「森 林 ESDプログ ラ

ム 」に 講 師 として参 加 しました。

2024年 1月 末 時 点 での 会 員 数 は 、335名 。昨 年 度 末 に 比 べ て8名 減 。

尚 、2023年 度 （令 和 5年 度 ）の 東 京 在 住 の 森 林 インストラクター合 格 者 は 22名 。内 友 の 会

関 連 が 5名 。FITへ の 入 会 者 は 、２月 現 在 20名 です。

◎ 2023年 度 各 部 会 活 動 報 告 （各 部 会 の 活 動 報 告 は 2024年 度 活 動 計 画 と併 せ てP5以

降 に 掲 載 してあ ります。）

① 安 全 部 会

② 広 報 部 会

③ 研 修 部 会

④ 友 の 会 運 営 部 会

⑤ 事 業 部 会

◎ 2023年 度 （令 和 5年 度 ）決 算 報 告 ・監 査 報 告

＜ 別 紙 ＞

第 ２号 議 案 ：新 規 活 動 支 援 制 度 の 件

現 在 の “活 動 支 援 金 ”制 度 を廃 止 して、本 制 度 に 置 き換 えるも の であ る。
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【目 的 】

FIT会 員 の 新 規 活 動 の 芽 を育 て、活 動 の 場 を拡 げる。

【内 容 】

＜ 支 援 対 象 ＞

FIT個 人 お よびFITグ ル ープが 主 体 となっ て、新 規 に 行 う、FIT外 の 一 般 者 向 け を対 象

とする活 動 。

＜ 支 援 内 容 ＞

ヒト・モノ・カネ：広 い 範 囲 で援 助 する。

申 請 者 と検 討 委 員 会 （注 １）で検 討 し、必 要 なら ば 検 討 チーム （注 ２）を作 っ て具 体 化 し

てい く。

＜ 支 援 期 間 ＞

毎 年 継 続 可 否 を見 直 し、有 期 限 （最 長 ３年 ）とする。

＜ 支 援 原 資 ：＞

特 別 会 計 残 高 の うち１００万 円 とし、原 資 が なくなったら本 制 度 を終 了 する。

＜ 支 援 手 順 ＞

FIT会 員 は 誰 でも提 案 するこ とが できる。

ステップ１： 申 請 書 作 成 （by提 案 者 と検 討 委 員 ）

提 案 者 は 検 討 委 員 会 の い ずれ か の 委 員 に 相 談 しな が ら 、提 案 する活 動 と

支 援 を受 け たい 内 容 を明 確 に して申 請 書 の 形 に してい く。（相 談 初 期 段 階

では 漠 然 とした案 で可 ）

ステップ２： 運 営 委 員 会 へ 申 請 することの 妥 当 性 の 判 断 （by検 討 委 員 会 ）

申 請 内 容 が 固 まっ た申 請 書 を基 に 、検 討 委 員 会 で検 討 し、支 援 内 容 と支 援

条 件 を明 確 に して営 委 員 会 に 申 請 するこ との 可 否 を判 断 する。

な お 、検 討 委 員 会 は 、必 要 に 応 じて提 案 内 容 に 詳 しい 人 を指 名 して、検 討

委 員 会 に 参 加 させ るこ と、ま たは お よび、別 途 検 討 チーム を作 って検 討 するこ

とが できる。

ステップ３： 運 営 委 員 会 決 議

検 討 委 員 会 に て支 援 が 妥 当 と判 断 した活 動 は 、FIT運 営 委 員 会 に て審 議 し

て承 認 を得 る。

＜ 検 討 委 員 会 ＞ （注 1）

・FITの 役 員 経 験 者 、部 会 長 経 験 者 、副 部 会 長 経 験 者 お よびその 推 薦 者 とする、メ

ンバ ー５名 程 度 で 構 成 し、申 請 者 の 相 談 に 助 言 を行 い 、継 続 的 な 活 動 とな るように

導 く。

・勿 論 、継 続 的 な活 動 に なる見 込 み が ない もの は 、ダメだしもあ り得 る。

・FITとして支 援 するの に ふ さわ しい と判 断 した案 件 を、FIT運 営 委 員 会 に 申 請 する。

・メンバ ーの 任 期 は ２年 とし、再 任 を妨 げない 。

検 討 委 員 会 に て次 年 度 の 候 補 を挙 げ、森 の 日 で審 議 し、総 会 で決 定 する。

ただし、初 年 度 は 、決 めてお く。

２０２４年 度 候 補 者 （敬 称 略 ） ① 吉 原 邦 男 ② 横 尾 俊 弘

（2024年 度 の 制 度 発 足 時 の 候 補 者 は 2名 。但 し、期 中 で増 員 が 必 要 な場 合 は 、

「森 の 日 」に 提 案 する。）

・また、検 討 委 員 の 謝 金 は 、打 ち合 わ せ の ための 交 通 費 相 当 を支 払 う。

＜ 検 討 チーム ＞ （注 ２）

検 討 委 員 会 が 、都 度 指 名 する。謝 金 は 、検 討 委 員 と同 じ。



会長 小菅智彦 （１２年） 新任

（副会長 空席）

事務局長 藤岡眞　　 （２８年）　 留任

会計 飯島雅已 （２９年） 新任

監査 熊木秀幸 （２８年） 留任

広報部会長 鍛冶健二郎 （２８年） 留任

安全部会長 古谷一祐 （令１年） 新任

事業部会長 脇本和幸 （２８年） 新任

研修部会長 小勝眞佐枝 （２５年） 留任

友の会運営部会長 氏家清高 （令３年） 新任
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【補 足 】

・従 来 の 制 度 が 資 金 援 助 だったこ とに 対 して、新 制 度 は 資 金 だけ でなく、仲 間 や 協 力

者 募 集 に よる人 の 充 填 や 知 恵 、ノウ ハ ウ な どの 情 報 提 供 な ども 含 めて 広 い 範 囲 で 援

助 し、３年 以 内 に 軌 道 に 乗 るように 支 援 する。

・既 存 の 活 動 の 穴 埋 めや FIT内 部 向 け の 活 動 は 支 援 しない 。

・新 規 活 動 事 例

＊ 高 尾 山 で、英 語 ガイドを始 めたい

＊ 草 木 染 、木 工 品 、網 か ご、クラフト等 の 販 売 を定 常 的 に したい

第 ３号 議 案 ：2024年 度 （令 和 6年 度 ）運 営 体 制

第 ４号 議 案 ：2024年 度 （令 和 ６年 度 ）全 体 活 動 方 針 ・各 部 会 活 動 計 画 お よび予 算 案

◎ 2024年 度 全 体 活 動 方 針

お 客 様 お よびFIT会 員 に 活 動 中 の 事 故 が 起 きない ような十 分 な配 慮 をした上 で、新 型 コ ロ

ナ ウ ィル ス感 染 症 などに つ い ても感 染 防 止 対 策 を怠 るこ となく、こ れ まで以 上 に 安 全 を第

一 とした活 動 が 求 められ てい ます。

2024年 度 は 、小 菅 智 彦 さんを会 長 に 迎 え、新 たな体 制 での 船 出 となります。

各 部 会 の 活 動 を更 に 充 実 し、ま た各 登 録 グ ル ープが 独 立 した 活 動 を展 開 して 、 FITの 活

動 が より発 展 してい くべ く努 力 すると共 に 、FITの 活 動 の 原 点 に 立 ち戻 っ て、組 織 、会 費 、

余 剰 金 の 在 り方 などを総 点 検 してい きます。

◎ 2024年 度 各 部 会 活 動 計 画 （各 部 会 の 活 動 計 画 は 2023年 度 活 動 報 告 と併 せ てP6以

降 に 掲 載 してあ ります。）

① 安 全 部 会

② 広 報 部 会

③ 研 修 部 会

④ 友 の 会 運 営 部 会

⑤ 事 業 部 会

◎ 2024年 度 （令 和 ６年 度 ）予 算 案

＜ 別 紙 ＞
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安 全 部 会 報 告

【2023年 度 活 動 報 告 】 安 全 部 会 長

誠 に 残 念 なが ら、昨 年 度 は 5件 の 事 故 が 起 りました。5件 中 4件 が 登 山 中 の 転 倒 事 故 で、

その 内 2件 が 肋 骨 に ヒビ、1件 が 手 首 の 骨 折 、1件 が 顎 の 切 創 でした。

ま た5件 の 内 1件 が 室 内 で の 転 倒 に よる骨 折 事 故 で した。野 外 活 動 に お け る人 身 事 故

で圧 倒 的 に 多 い の が 「転 倒 ・転 落 」と言 わ れ てい ますが 、足 を滑 ら せ て転 倒 するこ とは 誰

に で も どこ で も 起 こ り 得 るこ とで あ るこ とを認 識 して 、常 に 足 元 へ の 注 意 を払 うこ とは 重 要

なこ とと思 い ま す。また会 員 に 対 して参 加 者 の 高 齢 化 が 進 んで い るこ とも 考 慮 して、余 裕

をも っ た計 画 を立 て るこ とも 含 めた具 体 的 な 項 目 を示 し、「安 全 対 策 の 見 直 し」を10月 1日

付 FITMLに てお 願 い しま した。

安 全 部 会 の 活 動 として、以 下 の 安 全 講 習 を行 い ました。

＊ 4月 6日 （木 ）木 の 日 研 修 で、ZOOMに よる「安 全 研 修 ・座 学 編 」を開 催 しました。

第 一 部 では FIT森 林 塾 塾 長 の 牧 田 一 雄 さんに 「誰 に でも できる安 全 なイベ ント運 営 」

と題 する講 演 をして頂 きました。

第 二 部 では 安 全 部 会 か ら 「FIT安 全 対 策 の 手 引 き」の 使 い 方 、CONE保 険 等 に つ い

て説 明 しました。

＊ 6月 4日 （日 ）に 「安 全 研 修 ・野 外 実 践 編 」を、親 子 観 察 会 の 下 下 見 を兼 ね て、実 際 の

コ ース を歩 い て、本 番 で想 定 され るコ ース の 状 況 、注 意 点 を参 加 者 全 員 で 確 認 しなが

ら行 い ました。

【2024年 度 活 動 計 画 】 安 全 部 会 長

今 年 度 も FITメ ンバ ーの 安 全 意 識 の 向 上 を図 っ てい きたい と思 っ てい ます。従 来 は CONE

保 険 受 付 業 務 、事 故 対 応 な どは 部 会 長 ・副 部 会 長 で 行 っ て い ま すが 、今 年 度 か ら 1-2

名 に スタッフとして入 って貰 うことを検 討 してお ります。

安 全 部 会 の 活 動 として、以 下 を予 定 してい ます。

＊ 4月 4日 （木 ）木 の 日 研 修 で、ZOOMに よる「安 全 研 修 ・座 学 編 」を開 催 します。

第 一 部 では 保 険 代 理 店 オフィステラ・町 頭 氏 に よる講 演 を行 い ます。

第 二 部 では 安 全 部 会 か ら 「FIT安 全 対 策 の 手 引 き」の 使 い 方 、CONE保 険 等 に つ い

て説 明 します。

＊ 「安 全 研 修 ・野 外 実 践 編 」は 、今 年 も初 夏 の 親 子 観 察 会 の 下 下 見 時 に 、実 際 の コー

スを歩 い て、実 践 形 式 deで行 い ます。日 程 ・詳 細 は 、後 日 FIT-MLで連 絡 致 します。

新 入 会 員 の 皆 さん以 外 に もベ テランの 会 員 も奮 って参 加 お 願 い します。

以 上

広 報 部 会

【2023年 度 活 動 報 告 】 広 報 部 会 長

2021年 度 か ら 新 広 報 部 会 に よる新 しい F I T ホーム ペ ージの 運 用 を始 め、も うすぐ3年 が

経 ちます。新 システ ム が 省 力 化 に つ なが るべ く導 入 させ てい ただきま したが 、まだ十 分 に

理 解 され てい ない 面 もあ り、末 端 に 新 シ ステ ム の 作 業 の 流 れ を作 成 しま したの で、ご 覧

い ただけ れ ば 幸 い です。以 前 と違 っ てスマホでも見 や すくなった、他 の 部 会 の ホーム ペ ー

ジが 充 実 してい るなどの 言 葉 も耳 に しま す。

今 年 度 も常 に 新 しい 情 報 を発 信 し、皆 様 に 見 てい ただけ るようなコ ンテ ンツお よび画 面 構

成 をめざしました。

トップペ ージ に 「What’s new !」を設 け て 視 聴 者 に 何 が 最 新 の 情 報 か を見 や すく提 供 する
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試 み を行 っ て い ま す。ま た、 各 登 録 グ ル ープの 協 力 を得 て 自 然 発 見 の ペ ージ か ら 各 グ

ル ープホーム ペ ージの 自 然 情 報 へ 飛 ぶ リンク ボ タンをつ け たり、イベ ント情 報 ペ ージの 先

頭 に 各 グ ル ープホーム ペ ージ へ の リンク ボ タンの 一 覧 を付 け たりして 、相 互 利 益 に な る

ような画 面 構 成 を目 指 しました。

イベ ント情 報 に つ い ては 、今 ま で の 表 形 式 を改 め案 内 文 とチラシ画 像 を載 せ 、よりビジュ

ア ル 化 して 、参 加 意 欲 をか き立 て る工 夫 をしま した。会 員 皆 様 の 受 注 機 会 の 増 加 に つ

なが ることを期 待 します。

昨 年 行 ったホーム ペ ージに 対 するアンケート調 査 で、会 員 か らの 意 見 で一 番 多 か った「ホー

ム ペ ージ に 新 旧 が あ っ てわ か りに くい 」との 指 摘 を受 け 、事 務 局 の 承 認 を得 て 「旧 ホー

ム ペ ージ 」を「FITデータベ ース」と改 称 し、事 務 局 の 所 掌 事 務 であ るこ とを確 認 い たしま し

た。

今 後 は 「会 員 の ペ ージ」とい う名 称 をなくすこ とも含 め、より分 か りや すい HPを目 指 します。

また、JIMDOに は バ ック アップ機 能 が 無 い ため、データ保 存 する為 の レンタル サ ーバ ーを使

用 したデータ保 存 を開 始 しました。

今 後 も実 現 可 能 なもの か ら順 番 に 実 施 してい きます。

次 に 各 登 録 グ ル ープで普 及 してい るJIMDOなど（現 在 14グ ル ープ中 、簡 易 ソフ トに よるも

の は 11グ ル ープ）に よるホーム ペ ージ 作 成 を加 速 させ る為 に JIMD O講 習 会 を実 施 しま し

た。50名 を超 える申 し込 み をい ただき、反 響 の 大 きさに 驚 きました。JIMDOは だれ でも操 作

できる簡 易 な ソ フ トですが 、実 施 後 の 要 望 事 項 に つ い て も で きる限 り応 え るように い たし

ます。遠 慮 なくお 問 い 合 わ せ 下 さい 。

ホーム ペ ージは 画 面 構 成 だけ でなく情 報 発 信 の スピードも 要 求 され ます。皆 様 か ら 頂 い

た情 報 の 実 施 ま で の レス ポ ンス タイム を部 内 で 24時 間 と定 め、サ ービス 向 上 に 努 める所

存 です。

Forest通 信 に つ い て は 、若 い 期 の ス タッフ と同 期 メ ンバ ーが 協 力 し、新 しい 視 点 か ら 魅

力 あ るコ ンテ ンツに 取 り 組 み 、一 部 好 評 を得 ま した。 今 後 も 企 画 の ご 提 案 や 原 稿 の 作

成 など、皆 さまの ご協 力 をお 願 い い たしま す。

【2024年 度 活 動 計 画 】 広 報 部 会 長

2024年 度 も引 き続 き継 続 して、改 善 に 努 めます。その ための 失 敗 を恐 れ るこ となく常 に 新

しい コ ンテンツを試 行 してい きます。

ホーム ペ ージは 一 般 閲 覧 者 と会 員 の ための 2本 柱 で情 報 発 信 に 努 めてまい ります。

ホーム ペ ージは 会 員 すべ ての 利 益 に 資 するツール でなけ れ ば なりま せ ん。一 人 でも要 望

が あ れ ば 新 しい コ ンテ ンツを取 り上 げて い く所 存 で す。すべ て の 会 員 の 利 益 に 資 する運

営 を心 が け ます。

それ ら に 加 えて従 来 か ら の

1. 一 般 の 人 が 見 て分 か りや すく、イベ ント参 加 したくなるようなホーム ペ ージ

2. FIT会 員 に とってより興 味 深 い 内 容 の 記 事 を掲 載

3 .SNSと連 携 して情 報 発 信 する。

等 が あ り、実 現 方 式 を模 索 してい ます。また会 員 へ の アンケート結 果 も踏 ま えて、2024年

度 も閲 覧 者 が 読 み たくなるような魅 力 あ るホーム ペ ージ目 指 して邁 進 する所 存 です。

ホーム ペ ージは 皆 様 の 投 稿 に より成 り立 っ て い ま す。投 稿 が なけ れ ば 魅 力 的 な ホーム

ペ ージ に は な りま せ ん。会 員 の 皆 様 と一 緒 に なっ て 魅 力 あ るホーム ペ ージ を作 り上 げて

い きたい と考 えてい ます。

今 後 とも会 員 の 皆 様 の ご協 力 をお 願 い 致 しま す。
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研 修 部 会

【2023年 度 活 動 報 告 】 研 修 部 会 長

2023年 度 の 研 修 は 、野 外 研 修 、木 の 日 研 修 、草 木 染 指 導 者 研 修 、実 践 ・森 づくり

技 術 講 座 等 を実 施 しました。

2023年 度 は 、15回 の 野 外 研 修 を予 定 してい ま したが 、１回 雨 天 中 止 に なっ た以 外 は

すべ て 実 施 で きま した。参 加 者 数 を絞 っ て 実 施 し、学 名 、樹 木 、野 鳥 、冬 芽 、な どの 基

礎 的 な研 修 お よび、地 形 、火 起 こ し、シダ、クモ、地 衣 類 などの 研 修 を実 施 しました。

木 の 日 研 修 （座 学 ）は 前 年 10月 に 行 っ たアンケート結 果 をもとに 、6回 は リモ ート、3月

の 総 会 時 は 対 面 で実 施 しました。Zoomを利 用 した研 修 は 内 容 を録 画 で見 ることが でき、

仕 事 の あ る方 、夜 に 外 出 するの が 困 難 な 方 か ら は 大 変 好 評 で す。2023年 度 の 木 の

日 研 修 参 加 者 は 、延 べ 294名 でした。

年 間 を通 じて 、 草 木 染 指 導 者 研 修 は 全 9回 、実 践 ・森 づくり 技 術 講 座 は 全 6回 の 研

修 をすべ て（各 体 験 会 を含 む）実 施 するこ とが できました。

詳 しい 活 動 報 告 は 、FIT研 修 部 会 ホーム ペ ージ

をご 覧 ください 。

【2024年 度 活 動 計 画 】 研 修 部 会 長

2024年 度 も 新 人 の 方 向 け の 入 門 研 修 か ら 専 門 的 な 内 容 の 研 修 ま で 、色 々 と計 画



月 野外研修 木の日研修

3 2日（土） 16日（土）12:30-14:00 総会時

「インストラクション入門講座」 テーマ「道草さんぽの愉しみ方」

場所：小石川植物園 講師：多田多恵子（植物生態学者）

講師：石井誠治（FIT） 場所：林友ビル6F、対面

定員：25名

4 日付：未定 4日（木）

「春の山野草～スミレを中心に～」 安全研修『「安全対策の手引き」の使い方・他』

場所：未定 講師：町頭（オフィステラ）、入江克昌（FIT)

講師：中西由美子（FIT)他 場所：リモート

定員：未定 定員：99名

10日（水）

「野鳥観察入門」

場所：日影沢～一丁平～高尾山

講師：吉原邦男、榎本衛（FIT)

定員：未定

日付：27日（土）

「季節の花観察研修」

場所：昭和記念公園（ゆめひろば）

講師：臼井治子（FIT）他

定員：15名

5 11日（土） 休会

「新宿御苑樹木観察入門」

場所：新宿御苑

講師：小菅智彦（FIT)

定員：15名

21日（火）

「学名から迫る植物の素顔」

場所：小石川植物園

講師：横山茂（FIT)

定員：15名

6 日付：未定 6日（木）頃

「小泉現地ゼミ Ⅳ」 「未定」

場所：未定 講師：未定

講師：小泉武栄（学芸大名誉教授） 場所：リモート

定員：20名 定員：99名

7 日付：未定 休会

「高山植物入門　」

講師：飯田有貴夫、高橋喜蔵（FIT)

場所：未定

日付：未定

「キノコ観察入門」

場所：未定

講師：根田仁

定員：未定

8 「磯の生物」 1日（木）頃

「未定」

講師：未定

場所：リモート

定員：99名
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して お りま す（別 表 参 照 ）。ま だ、日 程 が 決 ま って い な い 計 画 が たくさんあ りま すが 、順 次

決 定 してい きま す。決 まり次 第 、ホーム ペ ージの 研 修 計 画 の 表 に 入 力 しま すの で、時 々

チェックしてい ただけ れ ば と思 い ます。昨 年 10月 に アンケートでご希 望 い ただい た研 修 も、

い ろい ろと準 備 してお ります。

引 き続 き2024年 度 の 木 の 日 研 修 は 、ア ンケートの 結 果 を反 映 しリ モ ートで 実 施 する予

定 です。（3月 16日 の 総 会 時 の 研 修 は 、対 面 で行 い ます。）

今 年 度 の 木 の 日 研 修 の 運 営 は 、森 林 インストラクター試 験 に 合 格 して2年 目 に なるFIT

の 森 守 会 の 方 々 が 担 当 します。皆 さんや る気 に 満 ちてい て、頼 もしい 限 りです。

草 木 染 、森 づくりは も ちろん、か なりの 野 外 、木 の 日 研 修 でFITの 会 員 の 方 々 が 講 師 を

務 めて くださっ てい ま す。それ だけ の 専 門 知 識 や 技 術 の あ る方 が FITに は たくさんい ら っ

しゃい ます。

ともに 学 び、ともに 体 験 するこ とで、お 互 い を高 め合 い 、森 林 インストラクターとして成 長 し

てい きましょう！

「草 木 染 指 導 者 研 修 」3/11（月 ）草 木 染 入 門 原 則 第 2火 曜 日 年 8回

「実 践 ・森 づくり技 術 講 座 」3/2（土 ）3/3（日 ）森 づくり体 験 原 則 第 3土 曜 日 年 5回

別 表 2024年 度 研 修 計 画 （前 期 予 定 ） 講 師 敬 称 略
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＜ 友 の 会 運 営 部 会 ＞

【2023年 度 活 動 報 告 】 友 の 会 運 営 部 会 長

長 年 続 きました新 型 コ ロナ ウ イル ス感 染 症 も 「５類 感 染 症 」と位 置 付 け ら れ 、多 少 の

安 堵 感 は あ るも の の 感 染 防 止 に 配 慮 し１講 座 は 中 止 とな りま したが 、１１回 の 講 座 を

無 事 終 了 するこ とが できました。

ま た、東 京 都 ・近 隣 県 の 森 林 インストラクター合 格 者 に 当 会 も 貢 献 できたこ とは 、運 営 ス

タッフ ともども今 後 の 運 営 の 励 み となりました。

【令 和 ５年 度 合 格 友 の 会 会 員 ：５名 、一 般 受 講 ：３名 、全 国 ：１４１名 】

オリエ ンテ ーシ ョン、4 科 目 の 講 義 と演 習 、模 擬 試 験 を含 め9回 、一 次 試 験 後 は 資 格

取 得 後 の 活 動 に 役 立 つ 様 に 、3分 野 （森 林 作 業 、自 然 観 察 、野 外 活 動 ）の 基 礎 研 修

を計 画 しました。

森 林 作 業 は 、天 候 に より中 止 となりま したが 森 林 作 業 の 基 本 や 安 全 な道 具 の 使 い

方 等 の 習 得 を計 画 、 自 然 観 察 では 実 技 試 験 を想 定 した一 人 5 分 の 植 物 解 説 の 二 次

試 験 対 策 ・活 動 時 の 実 習 体 験 、 野 外 活 動 では 火 熾 し作 業 と飯 盒 炊 爨 を体 験 し、それ

ぞれ の 作 業 で指 導 する基 礎 を習 得 しました。

資 格 取 得 支 援 講 座 の 講 師 と運 営 ス タッ フ の 皆 さんの ご 指 導 ・ご 協 力 並 び、FIT会 員

の 皆 さまの ご支 援 の お 陰 で、今 年 度 も 無 事 に 運 営 できました。

感 謝 申 し上 げます。

来 期 事 務 局 は 氏 家 清 高 さんに バ トンタッチと新 しい 「FIT友 の 会 」の 運 営 となります。

FIT会 員 の 皆 さま も運 営 スタッフの 立 場 で温 か く・広 くご 支 援 ・ご協 力 の 程 、どうぞよろしく

お 願 い い たします。

３年 間 あ りが とうござい ま した。

【2024年 度 活 動 計 画 】 友 の 会 運 営 部 会 長

今 年 度 も 森 林 インストラクターや FITの 活 動 に 関 心 が あ る方 と、森 林 インストラクターの

資 格 取 得 を目 指 す方 を対 象 に 友 の 会 の 活 動 を実 施 します。

友 の 会 会 員 に な るとFITメ ーリング リストに 登 録 され 、FIT会 員 と同 等 の 情 報 が 提 供 さ

れ ますの で、会 員 限 定 の 研 修 会 等 に 各 自 で参 加 するこ とが できます。



実施 スタッフ数

件(回)数 (FIT参加者）

高尾森林 親子観察会　２回を含む

ふれあい推進事業 中止　２件

（協定イベント） 体験参加者　６名

田園調布学園

土曜プログラム

3/5（日）浅川市民センタ－

訪問者　約1,500名（両親等）

9/30（土）、10/1（日）

錦糸公園・総合体育館

訪問者　約3,000名（両親等）

11/18（土）、11/19（日）

西浅川児童公園

９１名

（８９名）

低山はいかい

(2024年2月を除く)

小学校 ２校　 高校 ２校

生徒の自然体験を応援

大人対象　６件

イベント名称
一般

参加者数
コメント

２１回 ４８２名 １３７名

土曜講座（午前約３時間）

ネイチャクラフト体験

・浅川市民センタ－祭り
１１９件

子供のｸﾗﾌﾄ体験の数
１１名

・八王子いちょう祭り
１５１件

子供のｸﾗﾌﾄ体験の数
１１名

　　８回 １５８名 ２９名

・すみだこどもまつり

１４６７件

子供のｸﾗﾌﾄ体験の数 ４７名

中止　２回

１０回 ――― (１７８名) ＦＩＴ会員の親睦山歩き

講師派遣 　１０件 ６５１名 ８１名

高尾山ＧＣ作戦 １０回 ２６９名
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年 度 前 半 （3月 ～ 8月 ）は 資 格 取 得 支 援 講 座 （9回 ）で、森 林 インストラク ター養 成 講 習

テ キス ト を使 用 した4科 目 の 概 要 解 説 、過 去 問 題 を利 用 した演 習 、テ キス ト 内 容 を公 園

内 で確 認 する実 習 などを実 施 しま す。8月 に は 模 擬 試 験 を行 い 、一 人 でも 多 くの 会 員 が

資 格 取 得 できるように 取 り組 み ます。

年 度 後 半 （10月 ～ 12月 ）は 森 林 インストラク ター資 格 取 得 後 の 活 動 に 役 立 つ 様 に 、

「森 林 作 業 」、「自 然 観 察 」、「野 外 活 動 」の 分 野 で基 礎 研 修 （3回 ）を実 施 します。

また、今 年 度 もFIT会 員 の 皆 様 に 「友 の 会 」の 参 加 を集 い 、皆 様 の 「FIT友 の 会 」活 動・

講 座 内 容 を理 解 してい ただく機 会 を設 け ます。

FIT 会 員 の 皆 様 へ の お 願 い です。

2024年 度 「FIT友 の 会 」会 員 の 募 集 を1月 21日 か ら 開 始 い たしま した（詳 しくは 「FIT友

の 会 」ホーム ペ ージ をご 覧 ください ）。そこ で 、皆 様 の 知 人 や 友 人 の 中 で 、森 林 や 自 然

に 興 味 が あ る方 、FITの 活 動 に 関 心 が あ る方 、森 林 インストラクターの 資 格 取 得 を目 指

す方 が い ら っしゃい ましたら、「FIT友 の 会 」をご紹 介 ください 。

事 業 部 会
【2023年 度 活 動 報 告 】 事 業 部 会 長

2023年 度 は 各 イベ ントを通 して ＦＩＴに 対 する環 境 教 育 や ＳＤＧＳに 関 する社 会 的 な 期

待 が 高 まっ てい ると感 じました。毎 月 １回 の 定 例 会 議 （林 の 日 ）で は 活 発 な 意 見 交 換 を

行 い なが ら当 初 計 画 の 案 件 をほ とんど実 施 する事 が できま した。実 施 イベ ントは 下 表 の

通 りです。特 に ネイチャ－ ク ラフト体 験 では 子 ども達 が 体 験 する様 子 をお 父 さん・お 母 さん

が 見 守 る姿 は ほ ほ 笑 ましく、私 たちの 活 動 の 原 点 を見 る思 い です。こ の ように 、ＦＩＴ会 員

の 活 躍 ・活 動 は 社 会 か ら必 要 とされ てい る事 をさらに 実 感 した１年 でもあ りました。

＊ 参 加 人 数 （延 べ 人 数 ）は 集 計 上 若 干 の 差 異 が あ ります。
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＊ 実 施 回 数 ：62回 ＊ 一 般 参 加 者 数 ：延 3,297名 ＊ スタッフ数 ：延 407名 ＊ FIT参 加 者：

延 267名

【2024年 度 活 動 計 画 】 事 業 部 会 長

事 業 部 会 の 役 割 は 、”FIT会 員 が 参 加 してお 互 い に 交 流 する機 会 をつ くるこ と”です。202

4年 度 も 既 存 の イベ ントを確 実 に 実 施 し、ま た新 しい イベ ントを検 討 し実 現 に 結 び付 け て

い きま す。毎 月 1回 の 定 例 会 議 （林 の 日 ）は 、FITや 事 業 部 会 の 情 報 や 連 絡 事 項 の 確

認 、各 イベ ント担 当 者 の 現 状 報 告 や 相 談 に 加 えて、事 業 部 会 の 役 割 を充 実 させ るため

の 大 切 な 議 論 の 場 と捉 え 、経 験 ・入 会 年 度 ・年 齢 ・性 別 を超 え て 、自 由 闊 達 な 意 見 交

換 を行 い ま す。更 に 4-Restsメ ール や 事 業 部 会 MLを活 用 して 、イベ ント ス タッ フ や ふ れ あ

い 推 進 事 業 の 体 験 参 加 の 募 集 、定 例 会 議 （林 の 日 ）へ の 参 加 呼 びなどを行 い 、より多

くの 会 員 の 方 が 事 業 部 会 の 運 営 や 実 施 するイベ ントに 関 わ る機 会 を、積 極 的 に 増 や し

て い きたい と考 え て い ま す。各 イベ ントの 2024年 度 の 活 動 計 画 の 概 要 は 以 下 の 通 りで

す。

１）ふ れ あ い 推 進 事 業 ：22イベ ント（含 む親 子 3）を計 画 、うち新 規 が 1、新 主 幹 事 に よるも

の 9。

２）田 園 調 布 学 園 ：8講 座 を計 画 、うち新 規 が 1（木 の 実 を使 っ て 作 っ て み よう！ ネイチャ ク

ラフト）。

３）ネイチャクラフト：5～ 6イベ ントへ の 出 店 を予 定 。4月 に 新 入 会 員 向 け 講 習 会 を開 催 。

４）高 尾 山 GC作 戦 ：7コ ースで、熱 中 症 予 防 の ため8月 を除 き10回 実 施 。

５）低 山 は い か い ：毎 月 実 施 し会 員 の 親 睦 をは か る。

６）講 師 派 遣 ：昨 年 度 実 施 10件 の 継 続 を軸 に 展 開 。

以 上
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2010(平 成 22)年 に 森 林 インストラクターに なる前 か ら、「緑 花 文 化 士 」としても活 躍 され て

い た臼 井 治 子 さん。2022(令 和 4)年 、2023(令 和 5)年 と2年 連 続 して参 加 した「冬 芽 研 修 」

で講 師 をしてい ただき、冬 芽 に 留 まら ない あ ま りの 博 識 と面 白 さに 、会

員 の 間 か らは 「すごい な～ 」「なんでそんなこ とまで知 ってい るんだろう～」

と感 嘆 な声 が 聞 か れ ま した。冬 芽 以 上 に 臼 井 さんに 興 味 が 湧 い てい

たとこ ろ、『Fore st通 信 』を口 実 に たっ ぷ り お 話 を伺 うこ とが で きま した。

取 材 は 、スーツケースい っぱ い に 、びっくりするほ ど重 い 本 を詰 め込 んで

登 場 してくださっ たこ とに 仰 天 するとこ ろか ら 始

ま りました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■牧野 富太 郎 先 生 の次 に尊敬 する人 は？

お好 きな図 鑑 をご紹 介 ください。なぜ その図 鑑 が好 きなのです か？

長 田 武 正 先 生 の 本 をご紹 介 しま す。

・『小 事 典 ・野 草 の 手 帖 ― 植 物 分 類 へ の 道 しるべ (ブル ーバ ックス)』、講 談 社 、1989

・＜ 上 記 の 本 とほ ぼ 同 じ内 容 ＞ 『野 草 の 自 然 史 ― 植 物 分 類 へ の み ちしるべ 』、講 談 社、

1979

・『検 索 入 門 野 草 図 鑑 (1)～ (8) 』、保 育 社 、1984

・『日 本 帰 化 植 物 図 鑑 』、北 隆 館 、1979

長 田 先 生 は 、どうい う植 物 な の か ？ 特

色 は 何 か ？ その 植 物 の 一 番 の 特 徴 を、

要 点 をとら え て 、 説 明 さ れ て い るんで す

よね 。何 を説 明 しようか な？ と思 うときに

読 むと、は っ とさせ ら れ ま す。例 え ば 、オ

ドリ コ ソ ウ だ っ た ら 、 シ ソ 科 の 唇 形 花 冠

とい う特 徴 に つ い て、なるべ く簡 単 な言 葉 で分 か りや すい 解 説 が され てい ます。

長田 先 生 の本 が好 きになったきっかけは何 かあります か？

大 学 生 の 時 、「日 野 の 自 然 を守 る会 」に 入 っ て 植 生 調 査 をお 手 伝 い して い たこ とが あ っ

たの ですが 、調 査 の 中 心 を担 ってい らっしゃった富 士 堯 先 生 が 長 田 先 生 に 傾 倒 され てい

て知 りました。その 時 は すごさが 分 か らなか ったの ですが 、自 分 も 植 物 の 説 明 をするように

な っ て 、難 しい こ とをや さしく解 説 され るすご さが 段 々 分 か るように な りま したね 。残 念 な が

FIT新 人 が聞 く！ シリーズ 第 2弾
私 の好 きな本 ～ 森 林 インストラクター必 読 ～

2024（令 和 6）年 １月 20日

立 川 にて（萩 原 ・西 出 ）
1） 臼 井 治 子 さん

2024（令和6）年1月20日

スーツケースから次々と取り出して

くれるさまはマジックのよう。
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ら、お 目 に か か ったことは あ りま せ んが 。

他 にもおす す めの図 鑑 もあります か？

平 凡 社 の 『日 本 の 野 生 植 物 』の 木 本 編 2冊 と草 本 編 3冊 は 手 元 に 置 い て い ま す。こ れ

は 検 索 表 が しっか りしてい るため他 の 図 鑑 とともに 活 用 してい ます。

あ と、明 治 神 宮 の 造 園 な どを設 計 され た上 原 敬 二 先 生 の こ ちら の 図 鑑 は 、父 に 譲 り受

け ました。もう絶 版 に なってい て、国 会 図 書 館 でも貸 し出 しは してい ない そうです。

・上 原 敬 二 『樹 木 大 図 説 1-3+索 引 』、有 明 書 房 、1919-1921

博 物 学 的 に 色 々 な 情 報 を網 羅 して い て 、1961 (昭 和 36)年 発 行 の 旧 カナ 遣 い の 本 で 日

本 各 地 や 朝 鮮 半 島 での 植 物 の 呼 び方 なども載 ってお り、面 白 い ですよ。メタセコ イア発 見

の 経 緯 なども詳 しく書 か れ てい ます。

父 が 中 学 の 理 数 科 の 教 員 で自 然 観 察 が 好 きだっ たの で、青 梅 出 身 の 私 も 小 さい 頃 か

ら胴 乱 を持 って、植 物 採 集 に 連 れ られ て、さく葉 標 本 (押 し葉 標 本 )を作 ったりしてい ました。

家 の 庭 に は バ イモ ユリ、サ ク ラソ ウ 、ニリンソ ウ などが 咲 い てい て、自 然 に 囲 ま れ た環 境

でした。

ぼ ぉーと『牧 野 日 本 植 物 図 鑑 』を見 てい るような子 でしたが 、小 学 校 低 学 年 か ら富 士 山 や

雲 取 山 に も 連 れ て 行 っ て も ら い ま した。その 頃 の 雲 取 山 に は ヤナ ギ ランや 様 々 な 花 々

が 咲 き乱 れ 、ア サ ギ マ ダラが たくさん飛 んで い たの を覚 え て い ま す。夏 休 み の 宿 題 も 、毎

回 さく葉 標 本 なの で、毎 年 同 じ宿 題 を使 い 回 してい る、なんて、同 級 生 に か ら か わ れ たり

しました(笑 )。

今 までご紹 介 いただいた図 鑑 は、どれ も絵 です が、図 鑑 は、写 真 より絵 のほうがよいと思 わ れ

ます か？

それ ぞれ よい とこ ろが あ ると思 い ます。図 鑑 の 絵 は 大 きく、植 物 の 特 徴 を捉 えてい て、分

か りや すい ですよね 。ま た、こ の 絵 本 は 、植 物 全 体 の 特 徴 も よく捉 えてい ま すし、どんな場

所 に 生 えてい るか 植 生 も分 か りや すく描 か れ てい ま す。参 加 者 の 皆 さんに お 見 せ するこ

ともあ りますよ。

・古 矢 一 穂 （著 ）、高 森 登 志 夫 （絵 ）『野 の 草 花 (福 音 館 の 科 学 シリーズ ) 』、福 音 館 、198

2

山 と渓 谷 社 の 『樹 に 咲 く花 』シリーズ は 写 真 ですが 、とに か く茂 木 透 さんが 撮 ってい る写

真 が すごい ！ 15年 か け て、樹 木 を観 察 ・撮 影 し続 け て、この 図 鑑 を仕 上 げたそうですよ。

使 い 込 み すぎてボ ロボ ロに なって、も う1セット、買 い 足 しました。

この『植 物 分 類 表 』という本 も、読 み にくそうです ね 。

新 しく出 る図 鑑 な どは 、新 エ ング ラー植 物 分 類 体 系 か ら APG分 類 体 系 に 変 わ っ て きて い

るため、解 説 する場 合 は 新 しい もの でお 話 ししてい ます。2003年 の APG分 類 体 系 2に 準 拠

してい るか ら、少 し古 い け れ ど、使 ってい ます。
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・大 場 秀 章 、 NPO法 人 栽 培 植 物 分 類 名 称 研 究 所 （編 集 協 力 ） 『植 物 分 類 表 』、アボ ック

社 、2009

■ テーマは「植 物 と食 」

インストラクター として、特 に工 夫 していることはあります か？

「植 物 と食 」をテ ーマに してい ます。生 活 に 密 着 してい るか ら 、皆 さん、興 味 を持 ってくださる

し、私 自 身 も作 るこ とと食 べ ることが 好 きなんですよね 。でも、食 べ られ ない 植 物 もあ るか ら、

「こ れ は 良 く知 ってい る人 に 聞 い てください ね 」「これ は 毒 ですよ」とい ったこ とも、きちんと話

すように してい ま す。ニラと毒 性 の あ るス イセンを間 違 える人 もい るとい うか ら、森 林 インスト

ラクターは 気 を付 け ない とい け ない ですね 。

説 明 を考 えるときに 、絵 本 もお すすめです。以 前 他 の 場 所 でこ んに ゃくをテ ーマに 話 したとき

は 、こ うい う本 も 参 考 に しま した。うちの 庭 で は 、こ んに ゃくが 紫 色 の 花 を咲 か せ て い ま す

が 、こ んに ゃく農 家 は 花 が 咲 く前 に こ んに ゃく玉 を掘 り上 げるの で、普 段 花 を見 るこ とは な

い んですよね 。

・たか は た ひろゆき (編 集 ), や まざき か つ み (イラスト)『こんに ゃくの 絵 本 (つ くってあ そぼ う)

』、農 山 漁 村 文 化 協 会 、2007

・うちだ しゅうじ (編 集 ), さくら い さとみ (イラスト)『コ ンニャ クの 絵 本 (そだて てあ そぼ う) 』、農

山 漁 村 文 化 協 会 、2000

農 文 協 の 「つ くっ てあ そぼ う」「そだててあ そぼ う」シリーズ は 、本 当 に よくできてい ま すよ。2

013(平 成 25)年 か ら 2017 (平 成 29)年 ま で 発 行 され て い た『の ら の ら 』とい う、こ ども 農 業 雑

誌 も面 白 か った。

そうそう、ヤマユリの ゆり根 か ら作 るきんとんもお い しい の よね ～ 。

＜ 取 材 者 (記 )：こ こか らしば し、お い しい 植 物 の お 話 を伺 い 、うっとりする。＞

本 は図 書館 で借 りたりせ ず、ご自 分 で買 う派 なんです か？

私 、コ レク ターなの よ(笑 ）。今 は 目 が 悪 くな っ て、あ ま り読 ま な く

な っ たけ ど、昔 は 池 袋 の ジ ュ ンク 堂 書 店 が 好 きで 大 量 に 買 っ

て家 に 送 っ たりしてい たの よ。色 々 コ レクションしてい て、一 時 は

果 実 酒 を100種 類 ぐら い 作 ってい たし、今 は 、は ちみ つ の コレク

シ ョンをしてい るの ！ 伊 豆 の カラス ザ ンシ ョウ の は ちみ つ なんて

い う珍 しい の も あ るし、ク マザ サ の は ちみ つ は デパ ートで 見 つ け たときに 2つ 買 っ て お け

ば よか っ たわ (笑 )。

■ いかに興味 を持 ってもらって、自 然 を大切 にしてもらうか？

高 尾 山 Green Clea n作 戦 で3年 間 活 動 され ていたということです が、その時 に特 に意 識 してい

たことはあります か？
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い か に 楽 しく、い か に 興 味 を持 ってもらっ て、1つ でも植 物 を覚 えてもらい 大 切 に してもらう

か を意 識 してい ました。盛 口 満 さん、こ と、ゲッチョ先 生 は 、ドング リ研 究 会 で一 度 お 話 をお

聞 きしたこ とが あ るの で すが 、本 も 切 り口 が 面 白 くて 、植 物 だけ で な く、広 い 視 野 で 植 物

の 周 りの 環 境 を捉 えてい るの が 好 きですね 。

・盛 口 満 (著 )『雑 草 が 面 白 い ― その 名 前 の 覚 え方 』、

新 潮 社 、2015

・盛 口 満 (著 )『シ ダの 扉 ― めくるめく葉 めくりの 世 界 』、

八 坂 書 房 、2012

あ とは 、森 林 インス トラク ターは 自 然 保 護 の 観 点 が 抜

け ては い け ない と思 ってい ます。珍

しい 植 物 だか ら と教 え たくな りが ちだけ ど、本 当 に 珍 し

い も の は 情 報 を広 めない ように したり、狭 い とこ ろに 大 勢 の 人 を案 内 するこ とで自 然 破 壊

が 起 こることを念 頭 に 置 い てほ しい なと思 っ てい ます。

植 生 の 変 化 を記 録 してい くこ とも 大 切 なこ とだと考 えてい ます。高 尾 山 では 、先 日 1号 路 で

シ カを見 ま した。鹿 が 入 っ てくると、こ の 4-5年 で 植 生 が が ら り と変 わ っ て しま うの で は な い

か と心 配 ですね 。

■ もう一 つのテーマは「植 物 と歴 史 」

他 にもどんなジャンル の本 が好 きです か？

ハ ーブや スパ イス に は ずっ と興 味 が あ りま す。ス パ イスを巡 る西

洋 の 歴 史 も面 白 い ですね 。

・山 田 憲 太 郎 (著 )『香 料 ― 日 本 の に お い (も の と人 間 の 文

化 史 27) 』、法 政 大 学 出 版 局 、1978

・山 田 憲 太 郎 (著 )『香 談 ― 東 と西 』、法 政 大 学 出 版 局 、2002

・C.J.S. トンプソン (著 )、駒 崎 雄 司 (翻 訳 )、『香 料 文 化 誌 ― 香 りの 謎 と魅 力 』、八 坂 書 房 、

2010

・北 野 佐 久 子 (編 集 )『基 本 ハ ーブの 事 典 』、東 京 堂 出 版 、2005

公 園 緑 地 管 理 財 団 が 平 成 12(2000)年 に 「緑 ・花 文 化 の 知 識 認 定 試 験 」をは じめ、3年 連

続 で特 級 をとり、2003(平 成 15)年 に 第 3回 「緑 花 文 化 士 」に なりま した。後 か ら聞 い たら、F

ITの 高 橋 喜 蔵 さんも 同 期 でした。その 後 、昭 和 記 念 公 園 の 花 み どり文 化 センターで、初 め

て開 催 した講 座 が ハ ーブで、田 園 調 布 学 園 でもハ ーブの 講 座 を担 当 してい たりしました。

海外 の植 物 にも、興 味 をお持 ちなんですか？

ブル ガリアで朝 摘 むダマスク・ローズ や チョウ ジの 原 産 地 の インドネシ アの モ ル ッカ島 など興

味 は あ りま すが 、日 本 の も の をちゃんと見 たい ・知 りたい と思 っ て い ま す。日 本 の 植 物 の
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歴 史 を知 るとい う意 味 では 、こ うい う本 もお すすめです。

・大 場 秀 章 『江 戸 の 植 物 学 』、東 京 大 学 出 版 会 、1997

・湯 浅 浩 史 『植 物 と行 事 ― その 由 来 を推 理 する (朝 日 選 書 )』、朝 日 新 聞 、1993

・鷲 谷 い づみ 、『サ クラソ ウ の 目 ― 繁 殖 と保 全 の 生 態 学 』、地 人 書 館 、2006

西 洋 では 、園 芸 は 王 族 や 貴 族 の 文 化 として 発 展 したけ ど、日 本 では 、江 戸 時 代 に 庶 民

が 園 芸 に 親 しんでい たの だか ら、すごい ことだと思 い ます。フ クジュソウ や ナ ンテ ン、サ ク ラ

ソウ 、アサ ガオ、オモトなど江 戸 時 代 に たくさんの 品 種 が できたし、それ ら を植 えるための 鉢

まで進 化 したんだか ら。私 もうちでマニアック山 野 草 ガーデンに 挑 戦 してい ます。

■新 しく森 林 インストラクターになった方 にアドバイスはありますか？

植 物 に 関 してい うと、自 分 で年 間 を通 してちゃんと見 るこ とが 大 事 か なと思 い ま す。知 識 だ

け 詰 め込 んでも 仕 方 な い の で、どんなとこ ろに 生 えてい るの か ？ どんな生 活 史 を辿 っ てい

くの か ？ 自 分 の 目 で 見 て 、理 解 するこ と。植 物 は 季 節 に よっ て さま ざま な 表 情 を見 せ て く

れ ます。ネットで調 べ たことは ソ ースが 同 じで、説 得 力 が 弱 い ことが あ る気 が します。

あ とは 、どんな こ とで も 興 味 をも っ て、見 たり・読 んだりするこ とで すよね 。好 きなも の は 身 に

つ きま す。本 でも 、何 で も 、関 係 な い こ とは な くて、ポ ケットは い っ ぱ い 持 っ て い たほ うが よ

い と思 い ます。万 葉 集 や 小 説 に も 植 物 は 出 てきます。でも 実 際 に 話 せ るの は 、100の うち

20や 30だけ ど。参 加 者 に は 楽 しく興 味 を持 っても らうことが 大 切 ですね 。

最 近 も 、クワ の 木 に つ い てい る白 い 虫 は なんだろうと思 って調 べ たらク ワ コ とい うカイコ の

原 種 だっ たり、安 曇 野 市 に あ る天 蚕 センターをの ぞい たら ヤマ マ ユガか ら 作 っ た製 品 が 置

い てあ っ て皆 さんに 見 せ られ るなと思 って買 ったりしま した。

FITの 色 々 なイベ ントに 出 れ ば 、仲 間 もできるし、知 識 も吸 収 できると思 い ますよ。

■聞 きたいことは尽 きないですが、最 後 に、本 を読 むのはどんな時 ですか？

寝 る前 に お 酒 を少 し飲 み なが らか しら。枕 元 に は 本 が 山 積 み に なっ てい て大 変 なこ とに

なってい ま す(笑 )。そうそう、スイカズ ラの 花 を漬 け たお 酒 は お い しい わ よ！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〈編 集 後 記 〉

・自 称 、植 物 オタク の 臼 井 さんの ポ ケット の 多 さと深 さ、サ ービス 精

神 、笑 顔 に 圧 倒 され ま した。先 輩 に 失 礼 なが ら 、多 田 多 恵 子 先 生

の 植 物 愛 とコ レク シ ョン癖 、 登 山 家 で 肝 っ 玉 母 さんだ っ た田 部 井 淳

子 さんの パ ワ ーとキュ ートさが 掛 け 合 わ さっ たような 方 だな と思 い ま

した。（西 出 記 ）

立 川 の ル ミネで 待 ち合 わ せ た臼 井 さんは 、上 品 な 姿 で ス ーツケース

を片 手 に 持 っ て お ら れ ま した。 マ ス ク 姿 な の で 旅 行 者 か な と思 っ て

い たら 、 「萩 原 さん」と声 を掛 け ら れ ビッ ク リ 。 さら に ス ーツケース を尋

ね たとこ ろ、「い ろんな本 を持 ってきたんですよ。」と聞 い てま たビック リ。 臼 井 さんの 話 を聞 き

イラスト：鈴 木歩
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始 めると、次 か ら次 に 貴 重 な本 が 登 場 し、本 当 に 幅 広 くい ろんなことを学 んでこ られ たんだ

なと実 感 。ま た、お 話 しされ てい る時 の 臼 井 さんの 姿 は 、パ ワ フ ル で輝 い てい て、同 時 に

植 物 を愛 する気 持 ちが ひしひしと伝 わ って きま した。時 々 「も う年 だか ら ・・」と言 わ れ てい ま

したが 、ま だま だお 元 気 で 、こ れ か ら も ご 活 躍 して ほ しい で す。そして 私 たち後 輩 に も 指 導

してい ただきたい と思 い ました。（萩 原 記 ）

昨 年 か ら 、鳩 ノ巣 や パ ウ ロで 森 林 施 業 に 参 加 させ ても ら っ て い ま

すが 、技 術 も 知 恵 も 修 行 中 の 身 で 、迷 い も あ りま す。ヒントが 欲 し

い 時 に 、 山 主 で 、森 林 ボ ランテ ィ ア 指 導 者 で も あ る、岐 阜 県 立 森

林 文 化 ア カデミーの 元 教 授 の 原 島 幹 典 さんに 直 接 お 話 を伺 うこ と

が できま した。「お すすめの 本 は 」と直 接 尋 ね 、Forest通 信 を編 集 す

る機 会 をい ただい たの でした。

FITの 大 先 輩 の 原 島 さんに は 、い つ か お 話 を伺 い た い と憧 れ て

い ま した。大 先 輩 は 年 配 の 方 と思 っ てい たら、なんと同 い 年 生

ま れ 。少 し、気 持 ちが 楽 に な っ て 話 しや すくな りま した。本 の 話

の 前 に 、様 々 な現 場 を歩 い てきた、軽 快 なフ ットワ ーク に は 驚

か され ました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 早 速 ですが 、奥 多 摩 でどの ように 林 業 ・森 林 に 関 係 するお 仕 事 をされ てきたの か お 聞

か せ ください 。

私 の 家 は 、代 々 、奥 多 摩 町 で 商 店 を営 んで お り、曾 祖 父 の 時 代 に 手 に 入 れ た林 地 を

今 も 所 有 して い ま す。実 際 に どの 時 代 に 山 林 を入 手 したの か 分 か りま せ んが 、墓 石 の

立 派 さか ら 推 測 すると曾 祖 父 か その 前 あ たりか ら ３代 くら い は 羽 振 り が 良 か っ たように

見 え ま す(笑 )。祖 父 や 父 も 、山 主 として材 木 屋 さんが 「売 っ て くれ 」と来 るの で 木 を売 っ て

い たんですが 、伐 採 後 の 山 に は 、自 分 たちで植 林 して下 刈 り、枝 打 ち、までは 人 を雇 って

自 力 で管 理 してい たの で、一 般 的 に は 林 業 経 営 してい たとい うべ きなの でしょうね 。

昔 は 、集 落 ご とに 製 材 所 が 1軒 は あ るほ ど造 林 の 需 要 が あ ったわ け です。森 林 組 合 も

現 在 は 西 多 摩 郡 日 の 出 町 に あ る東 京 都 森 林 組 合 一 つ に 集 約 され てい ますが 、各 市

町 村 に あ りました。その 頃 は 伐 採 だけ でなく、植 林 ・下 刈 りま でや る条 件 で木 を販 売 する

こ とも あ っ たようで すが 、当 家 で は 山 仕 事 専 門 の 人 を数 名 雇 用 して い たの で 、自 力 で育

林 してい ました。現 在 では 樹 齢 50-60年 の スギ ・ヒノキ林 に なっ てい ま す。

森 林 とは さまざま な形 で関 わ っ てきま した。東 京 農 業 大 学 の 林 学 科 4年 生 の 時 に 、林 業

の 実 学 を学 びたい と京 都 の 北 山 に １年 間 住 み 込 み で修 行 しま した。卒 業 し実 家 で 林 業

経 営 に 携 わ った後 、サ ラリーマンをや り10年 を過 ぎた頃 に 父 が 亡 くなり、退 職 して父 の 会

社 を引 き継 ぎ ま した。ちょ うど森 の 持 っ てい るさま ざま な 要 素 をサ ービス 業 として展 開 で きな

2）原 島 幹 典 さん
2024（令 和 6）年 2月 14日

国 分 寺 に て（立 川 ・西 出 ）

2024（令 和 6）年 2月 14日

“木 の ポ ー ズ ”の リクエストに 応 えて

くださる

期 せ ず して同 じ年 の お 2人
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い か とい う問 題 意 識 を持 ち始 めてい ま した。少 し前 に 「東 京 都 奥 多 摩 都 民 の 森 」の 事

業 が 立 ち上 が ってい て、会 社 として森 づくりの 体 験 指 導 を受 託 しました。こ の 事 業 に は 今

も携 わ ってい ます。

■ 森 林 インストラク ターを目 指 したきっ か け は あ るの ですか ？

1995年 （平 成 7年 )に 森 林 インストラク ターに なりま した。知 識 をつ け 、ネットワ ーク づくりをす

る上 でとて も有 効 でした。1990年 代 は 、森 づくりフ ォーラム （2000年 （平 成 12年 ）よりNPO法

人 化 ）の 前 進 となる連 絡 協 議 会 が 設 立 され 、森 林 ボ ランテ ィアの 活 動 が 大 きく広 が っ た

時 代 でした。樹 齢 10年 ぐらい の 森 が 多 く、手 入 れ が 遅 れ てい た植 林 地 で の 下 刈 りの 需

要 が 多 か ったことも、拡 大 した一 因 だと思 い ます。私 も 森 林 ボ ランテ ィアの 方 々 と多 く知 り

合 い 、新 しい 勢 い を感 じた時 期 でした。

■ 2002(平 成 14)年 発 行 『Forest通 信 』第 2１号 の 特 集 「大 自 然 塾 」で 、行 政 主 導 の 森 林

ボ ランテ ィア 活 動 に 懸 念 を表 明 され て い ま したが 、当 時 、どの ような 懸 念 をお 持 ちだ っ た

の ですか ？

ボ ランテ ィア とい うの は 、本 来 、行 政 が 敷 い たレール に 乗 っ か るの で は な く、民 間 な ら で

は の 新 しい 発 想 や ニーズ か ら生 ま れ 、次 の 活 動 を生 み 出 してい くべ きもの だと思 っ てい

ま す。当 時 は 、行 政 が 、安 全 に 対 するリスク マ ネジ メ ントの 意 識 も 低 い ま ま 、個 人 の ボ ラ

ンテ ィ ア を利 用 して 実 績 づくりをしてい るの では な い か 、こ ちら も 行 政 の レール に 乗 っ か る

だけ でよい の か とい う懸 念 が あ りました。また、ボ ランテ ィア側 に 対 しても、社 会 的 に 認 知

され 行 政 か らも評 価 され たこ とで、あ る種 の 驕 りを感 じた点 もあ りました。

■ 奥 多 摩 で 会 社 を経 営 され て い る中 、 どの ような 経 緯 で 岐 阜 県 立 森 林 文 化 ア カデミー

（以 下 、森 林 文 化 アカデミー）の 先 生 として働 くこ とに なったの ですか ？

創 立 時 か ら 森 林 文 化 アカデミーの 学 長 をされ てい た熊 崎 実 先 生 と知 り合 い 、熊 崎 先 生

の 紹 介 を受 け て 47歳 の 時 に 教 員 に な りま した。県 職 員 とい う安 定 した職 は 3人 の 子 育

て中 だっ た身 に は 魅 力 的 に 感 じ、家 族 会 議 を開 い て 決 めました(笑 )。何 年 できるか 分 か

らない と赴 任 しましたが 、結 果 的 に は 定 年 まで13年 間 も務 めたの で不 思 議 です。

■ キャリアの お 話 に 引 き込 ま れ てしまい ましたが 、今 日 の 本 題 であ る原 島

さんの お 好 きな本 を教 えてい ただけ ますか ？

ぱ っ と思 い つ い たの は 、 熊 崎 先 生 が 翻 訳 され て い るコ ンラッ ド・タッ トマ ン

の 『日 本 人 は どの ように 森 をつ くっ て きたの か 』で す。日 本 に 豊 か な 森 林

が 残 っ たの は な ぜ か ？ 古 代 か ら 徳 川 末 期 ま で の 森 林 利 用 に つ い て の

歴 史 を描 き、日 本 人 ・日 本 社 会 と森 との 関 係 が よく分 か ります。

■ 森 林 文 化 アカデミーで教 員 をされ てい た時 期 に 、特 に 印 象 に 残 っ た本 は あ りますか？

森 林 文 化 ア カデミーは 、高 校 卒 業 者 と22歳 以 上 の 大 学 卒 業 者 を対 象 としたコ ース で、カ

リキュラム が 別 れ てい ま した。私 は 高 卒 者 向 け に は 林 業 の 基 礎 （学 科 ・実 習 ）、大 卒 者

向 け に は 主 に 地 域 振 興 を目 的 とした森 林 利 用 に つ い て教 えてい ました。



フォレスト通信vol.140 ?20?

その 中 で、特 に 民 俗 学 者 の 宮 本 常 一 さんの 著 作 は 好 きで

した。簡 単 に 紹 介 しますね 。

『別 冊 太 陽 』「宮 本 常 一 「忘 れ られ た日 本 人 」を訪 ね て」

『現 代 思 想 』2011年 11月 臨 時 増 刊 号 ：「宮 本 常 一 生 活 へ

の まなざし」

ま た、渋 澤 栄 一 の 曾 孫 に あ たる渋 澤 寿 一 さんの 『叡 智 が 失 わ れ る前 に 』に は 強 く影 響

を受 け ま した。こ の 方 は 、樹 木 ・環 境 ネットワ ーク 協 会 の 元 理 事 長 、共 存 の 森 ネットワ ー

クの 理 事 長 をされ てい るの ですが 、「聞 き書 き甲 子 園 」とい う活 動 をしてい ま す。毎 年 、全

国 の 高 校 生 100人 が 「森 の 名 人 」をたずね て聞 き書 きして記 録 する活 動 で素 晴 ら しい なと

思 っ てい ま す。ちょうど私 が 岐 阜 で暮 ら した15年 ぐら い 前 に は 、そうい っ た「森 の 名 人 」に

フィール ドで会 えたんですよね 。団 塊 の 世 代 の 親 ぐらい ま では 、日 本 の 農 山 村 の 文 化 が

受 け 継 が れ てい ましたが 、今 は どんどん失 わ れ てい ます。

も う一 つ 。こ ちら は 「東 京 の 林 業 家 と語 る会 」や 「浜 仲 間 の 会 」の 代 表 で 、

東 京 の 森 林 ボ ランテ ィア をけ ん引 して きた羽 鳥 孝 明 さんが 苦 労 され て 発 行

までこ ぎつ け た貴 重 な記 録 です。是 非 皆 さんに も読 んでい ただきたい です。

東 京 の 林 業 家 と語 る会 編 「聞 き書 き 山 の 親 父 の ひとりご と 1・2・3」、(株 )

日 本 林 業 調 査 会

■ 小 説 な ど、 他 の ジ ャ ンル の 本 に つ い て は

い か が ですか ？

内 山 節 さん、 梅 原 武 さ ん、 山 折 哲 雄 さ んな ど

哲 学 者 や 歴 史 家 の 著 作 も 多 くの 発 見 をも た

ら し て く れ ま し た 。 自 分 た ちの 世 代 が 受 け 継

げな か っ た 知 恵 を残 して くれ るあ り が た さと寂

しさを感 じます。

内 山 節 さんは 、森 づくりフ ォーラム を通 して 、肉 声 で 講 演 を聞 き感 銘 を受 け

ま した。自 ら 、 群 馬 県 上 野 村 と東 京 の 二 地 域 居 住 を実 践 され て い ま すよ

ね 。 日 本 の 農 山 村 文 化 の 構 造 や 精 神 的 土 壌 を言 葉 に して も ら え て 、 腹

落 ちするこ とが 多 い です。『日 本 人 は なぜ キツネに だまされ なくなっ たの か 』

なんて、本 当 に 面 白 か ったですね 。

また、山 村 文 化 の ル ーツをたどると必 ず修 験 の 話 が 出 てくるこ とに 気 付 き、

興 味 を持 つ ように なりました。

『別 冊 太 陽 』久 保 田 展 弘 監 修 「山 の 宗 教 修 験 道 とは 何 か 」

■ 本 に 限 らず、今 、特 に 気 に なってい る領 域 は あ りますか ？
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自 然 を循 環 利 用 する日 本 型 の 農 山 村 の 知 恵 、それ が 生 か され る場 としての 森 林 をどう

継 承 して い くか 、ずっ と考 え て い ま す。個 人 の 山 林 所 有 者 が その 責 任 を負 うこ とは 無 理

だとい うこ とが 分 か っ て い るの で、地 域 の 林 業 事 業 体 （森 林 組 合 など）が 所 有 権 とは 別

に 管 理 してい く形 をとら ざるを得 ない だろうと思 ってい ます。実 態 に 即 せ ば 、森 林 は 「公 共

物 」とい うこ と。国 に 頼 ら な い 自 伐 林 家 とい う形 も あ りま すが 、今 の 材 木 価 格 を考 えると

専 業 としては 厳 しい と思 い ます。

そうや っ て公 の 管 理 に 移 って い く中 で、隙 間 産 業 が 生 まれ 、90年 代 の 森 林 ボ ランテ ィア

ブーム の ような 、新 しい ム ーヴメ ントが 生 ま れ るか も しれ ま せ ん。山 を所 有 したい 人 は 今

が 買 い 時 ですよ(笑 )。個 人 所 有 では なくグ ル ープで利 用 できる市 民 農 園 の ようなビジネス

モデル も 考 えら れ ま す。従 来 の 林 業 とは 別 に 、新 しい 形 で地 域 ご との 森 づくりを学 び楽 し

む土 壌 が 整 い つ つ あ るなと感 じてい ます。

■ 森 林 インストラク ターへ の 期 待 や アドバ イスは あ りますか ？

農 山 村 の 元 々 の 住 民 より 、 都 会 の 人 の ほ うが 未 発 掘 の 知 恵 を引

き出 し語 り継 い だり、アレンジ してサ ービス を提 供 しや すい の では ない

か と思 い ま す。そうい う観 点 で 森 林 インス トラク ターが 活 躍 で きる余 地

も 大 きい の で は ない でしょうか ？ 例 えば 、初 めて農 山 村 に 来 た人 に

も 魅 力 を分 か りや すく伝 えら れ る人 、地 域 の 植 物 と人 の 関 わ りが 見

え る解 説 が で きる人 が 必 要 で す。あ る集 落 の 植 物 や その 植 物 に ま

つ わ るこ とは 全 部 知 っ て い る森 林 インス ト ラク ターな んて 面 白 い と思

い ませ んか ？ 足 しげく通 えば 地 域 の 方 も受 け 入 れ てくれ ま すよ。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〈編 集 後 記 〉

・ プラス思 考 の 明 るさと昭 和 50年 代 の 学 生 気 質 （＝ 身 体 でやっ

てみ る）を今 でも持 ってい るとこ ろに 魅 力 を感 じました。フットワー

クの 良 さの 秘 訣 は その 辺 りでしょうか 。お 願 い した時 間 内 でインタビューは 終 わ りましたが、

「これ か らの 林 業 の 形 態 は ？ 」「サ ービス産 業 化 の イメージは ？ 」「理 想 の 森 林 ボ ランティ

アとは ？ 」等 々 、もっ と聞 い てみ たい です。紹 介 い ただい た本 をま ず読 んで、ま た、次 の 機

会 をお 願 い したい なと思 い ま した。例 え ば 、原 島 さんの 林 地 を訪

問 させ て も ら っ て 、森 の 観 方 を教 え て も ら い 、今 や れ るこ と（や る

べ きこ と）を自 ら 考 えるなど・・・。（立 川 記 ）

・ 森 林 インストラクターへ の ヒントが ギ ュッと凝 縮 され た原 島 さんの

お 話 、あ っ とい う間 の 2時 間 で した 。今 、一 番 気 に な っ て い る領

域 として、森 林 と森 林 文 化 の 継 承 を挙 げられ たこ とに ハ ッとしまし

た。日 本 の 森 林 を取 り 巻 く状 況 は 、 決 して 明 るい 材 料 ば か り で

は な い け れ ど、色 々 な 人 の 力 が 合 わ され ば 、今 こ そ変 革 期 な

の か もしれ ない 、と思 わ され ました。（西 出 記 ）

2024（令 和 6）年 2月 14日

国 分 寺 の 駅 ビル に 入 ってい る「カ

フェロー カル 」に て。

シャツの チェックとソファ の チェック

が 偶 然 一 致

イラスト：鈴 木 歩
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令 和 5年 キブシ会 の 自 己 紹 介

キブシ会 の 代 表 ・副 代 表 ・連 絡 係 の 皆 さんは こ ちら で す。

代 表 ：松 井 紀 尚 さん

副 代 表 ：齋 藤 均 さん、志 村 久 寿 さん

連 絡 係 ：遠 山 は な

キブシ会 の 皆 さんに お 伺 い しました

1)好 きな植 物 や 生 物 ・フィール ドなど

2)なぜ 森 林 インストラクターに なっ たか ？

3)こ れ か らどんな活 動 をしてい きたい か ？

■ 小 澤 祐 司 （お ざわ ゆうじ）、神 奈 川 県

1)登 山 とキャンプとドング リ

2)仕 事 と個 人 の 活 動 の スキル アップを目 指 しチャ レンジしました。

都 内 に 勤 務 する会 社 員 で 、CSR部 で 気 候 変 動 対 策 や 生 物 多 様

性 保 全 を担 当 してい ます。

個 人 としては 、ネイチャーゲーム インストラク ターとして「自 然 へ の 気 づき」をテ ーマに した活 動

を行 ってい ます。

3)現 在 は 神 奈 川 県 在 住 ですが 、学 生 ま で八 王 子 で過 ご し高 尾 は 第 二 の ホーム と思 っ て

い ま す！ 子 どもの センスオブワ ンダー（自 然 の 神 秘 さや 不 思 議 さに 目 を見 張 る心 ）に 寄 り

そう自 然 案 内 人 に なりたい と思 ってい ます。

■ 小 高 野 土 香 （こ だか の どか ）、東 京 都

1) 野 鳥 が 好 きです。

山 が 好 きで 、特 に 北 海 道 の 大 雪 山 、道 北 の サ ロベ ツ湿 原 が 好

きです。

育 児 を通 して「森 の ようちえん」に 関 心 を持 ってい ます。

2) こ れ ま で 農 業 と昆 虫 食 に 関 わ るな か で 、現 代 で は 自 然 に 触 れ る機 会 が な く、自 然 と

切 り離 され た暮 ら しが 当 たり前 に な って い るこ とに 違 和 感 を覚 え、身 近 な 都 市 公 園 でも 、

特 に 子 どもたちに も自 然 を親 しんでもら える機 会 を作 りたい と考 え取 得 しました。

3) 10歳 以 下 の 子 ども 向 け の イベ ントを、大 田 区 ・品 川 区 付 近 で企 画 したい と考 えてい ま

す。

大 田 区 は 自 然 関 連 の イベ ントが あ まり開 催 され てお ら ず、森 の ようちえんもあ りませ ん。

NEALとネイチャ ーゲーム リーダーを取 得 、保 育 士 も 取 得 予 定 で す。活 動 仲 間 を探 して い ま

す。
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■ 五 島 和 歌 子 （ごとうわ か こ）、東 京 都

1)秩 父 多 摩 甲 斐 国 立 公 園

2)好 きなこ とでボ ランテ ィアをして世 の 中 に 恩 返 ししてい きたい と思 ったか らです。好 きなこ と

は 森 の 中 に い ることです。

3)森 好 きな人 と繋 が り、一 緒 に 森 林 再 生 の 活 動 をしてい きたい です。あ と10年 くらい は 公

園 よりも山 行 の 中 で自 然 を探 索 する活 動 に 携 わ りたい です。

■ 近 藤 昭 久 （こんどうあ きひさ）、東 京 都

■ 齋 藤 均 （さい とうひとし）、東 京 都

1)樹 木 観 察 に 興 味 が あ りま す。山 に 登 るように な っ て か ら 樹 木 の こ とをも っ と知 りたい と

思 うように なりました。樹 木 の 特 徴 や 見 分 け 方 な ど一 般 の 人 に 伝 えら れ るよう森 林 や 樹

木 の 知 識 を深 めてい きます。

2)FIT主 催 の 自 然 観 察 会 に 何 度 か 参 加 するうちに 森 林 インストラクター資 格 に 興 味 を持 ち

ました。試 験 範 囲 が 広 く苦 手 な記 述 式 問 題 が 多 い ため受 験 を躊 躇 してい ま したが 、定 年

退 職 後 で時 間 に 余 裕 が できたため受 験 しました。

3)森 林 ふ れ あ い 推 進 イベ ントの 親 子 自 然 観 察 会 をス タッフ として担 当 しま す。親 子 自 然

観 察 会 などの 研 修 プログ ラム をとお してイベ ント運 営 ル ール や 参 加 者 との コ ミュニケーショ

ン技 術 を学 びたい と思 い ま す。研 修 会 や 観 察 会 などの 活 動 に 参 加 してい くなか で、自 身

の 方 向 性 や 好 きなフィール ドを見 つ け たい と考 えてい ます。

■ 坂 井 晋 平 （さか い しんぺ い ）、東 京 都

皆 さま初 めまして。坂 井 晋 平 と申 します。

普 段 は 事 務 職 の 会 社 員 で すが 、週 末 は 山 歩 きを趣 味 に して お りま す。

あ る時 登 山 ガイドの 方 が 詳 しく植 物 を解 説 してくれ た際 、見 えてい る自 然

の 解 像 度 が グ ンとあ が る感 覚 を知 り、も っ と自 然 や 森 林 を体 系 的 に 学

びたく森 林 インス ト ラク ターを目 指 しま した。新 年 観 察 会 で FITの 先 輩 方 の 自 然 観 察 の 知

識 ・技 術 の 豊 富 さを目 の 当 たりに し、こ れ か ら 自 分 も 積 極 的 に 学 び森 の 豊 か さを伝 え ら

れ るように な りたい と思 い ま す。ま た試 験 勉 強 を通 して 、林 業 や 、森 林 を利 用 した暮 ら し・

文 化 に 興 味 が 広 が ったため、森 林 施 業 や 自 然 素 材 利 用 の 活 動 も積 極 的 に 参 加 したく

思 い ま す。こ れ か らどうぞよろしくお 願 い い たします。

■ 酒 井 美 江 （さか い み え）、埼 玉 県

1) 巨 木 や 植 生 遷 移 の 観 察 が 好 きで日 本 各 地 を旅 してい ます。

植 物 の 写 真 を撮 ったり絵 を描 い たりしてい ます。エ ケベ リア属 を

中 心 に ベ ンケイソウ 科 の 多 肉 植 物 をコ レク ションしてい ます。

2) 伊 豆 大 島 へ 植 生 遷 移 の 観 察 に 行 っ た時 に 案 内 してい ただい た方 との 出 会 い が きっ

か け でした。私 も 植 物 の 魅 力 に つ い て人 に 伝 えられ るように なりたい と思 い 森 林 インス
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トラクターに なりました。

3) FITで の 活 動 を通 して 森 の 知 識 と経 験 を身 に 付 け て い きたい と考 え て い ま す。植 物 の

面 白 い 知 識 や 魅 力 的 なとこ ろを伝 えられ るように なりたい です。

■ 塩 澤 啓 美 （しお ざわ ひろみ ）、東 京 都

1)生 まれ 育 った北 海 道 の 大 自 然 が 私 の 原 風 景 です。厳 しい 寒 さと雪 に 耐 え抜 い て芽 吹

く寒 冷 地 の 樹 木 たちに 心 惹 か れ ます。加 えて、実 家 に は イチョウ （雄 株 ）の 大 木 が あ った

の で、今 でも黄 葉 したイチョウ 並 木 を見 ると制 御 できない ほ ど胸 が 躍 ります。

2)森 林 の 生 態 系 や 林 業 、土 壌 環 境 な どを幅 広 く学 びたい と思 っ たの が きっ か け で す。独

学 では 偏 っ てしまう上 、目 標 を持 たなけ れ ば 挫 折 すると思 い 、資 格 取 得 を目 指 しました。

3)胸 を張 って 得 意 で すと言 え る分 野 が ま だあ りま せ んの で、こ れ か ら 知 識 と経 験 を積 み 、

自 信 を持 ってガイドできる分 野 を確 立 してい くこ とが 目 標 です。

■ 関 﨑 宜 史 （せ きざきの りひと）、東 京 都

1)櫟 、白 樺 、花 水 木 、日 光 黄 菅 ・等 々 力 渓 谷 、尾 瀬 、菅 平 、東 京 で

の 新 しい 活 動 場 所 を探 索 中

2)① 趣 味 の 山 遊 びや 野 遊 びで触 れ る森 林 に つ い て、学 び直 すととも

に 学 びの 証 となると思 っ たか ら 、② ボ ランテ ィアを通 じて 伝 え る場 が 増

えるなか 、資 格 を有 するこ とで説 得 力 が 増 すと考 えたか ら 、③ 経 験 と知 識 豊 富 なインストラ

クターに 出 会 え、まだ見 ぬ 未 来 の 活 動 の 場 が 拡 が ると信 じたか ら

3)❶ 所 属 するチーム や 団 体 が 提 供 する場 を通 じ五 感 を研 ぎ 澄 ま し、森 林 知 識 や 自 然 体

験 の 学 びを深 化 する、❷ 雑 木 林 や 里 山 の 再 生 、森 林 保 全 の プロジ ェク トに 参 加 するこ と

で 、生 物 多 様 性 を守 る営 み に 貢 献 する、❸ 自 然 観 察 や ネイチャ ーク ラフ トか ら 、興 味 をも

つ 人 々 の 、未 来 を担 う子 どもたちの 気 づきを支 援 する

■ 志 村 久 寿 （しむらひさとし）、東 京 都

こ の 度 、新 しくFITに 加 入 しました志 村 です。こ れ か ら の 若 い 世 代 が 自 然 との 距 離 を置 い

て しま わ な い ように 、自 然 と人 との 橋 渡 し役 に な りたい と思 い 受 験 しま した。間 接 的 な 情

報 が 多 く行 きか う現 代 に お い て 、自 然 の フ ィ ール ドに 対 して の イメ ージ は 「危 険 」が 先 行

され てしま い が ちで す。な ぜ 危 険 な の か 、その 中 で どう立 ち振 る舞 うべ きなの か 、こ れ ら を

直 接 体 験 しない ま ま 自 然 と距 離 を置 い て しま うこ とは 、自 然 に とっ ても 人 に とっ て も プラス

に 働 くことが ない と考 えてい ます。森 林 インストラクターの 活 動 を通 して自 然 と人 、人 と人 の

縁 をつ な げ、それ ぞれ の 距 離 を縮 めて い きたい と考 えて い ま す。現 在 は こ れ とい っ たス キ

ル や 知 識 は あ りま せ ん。諸 先 輩 方 は も ちろん、知 識 や 経 験 豊 富 な同 期 か ら も 様 々 な こ

とを学 んでい きたい と思 ってい ます。よろしくお 願 い します。
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■ 髙 木 和 彦 （たか ぎか ずひこ）、千 葉 県

■ 遠 山 は な（とお や まは な）、東 京 都

1)高 尾 山 周 辺 。大 人 に な っ て か ら 訪 れ た際 に 、子 ども の とき

の 思 い 出 が 鮮 明 に よみ が え り、ま た原 風 景 とも 重 な り、懐 か

しさに 包 ま れ ま した。そんなこ とも きっ か け とな り、裏 高 尾 に 移

り 住 んで 20年 ほ どに な り ま す。 重 な っ た 落 ち葉 の 上 を歩 くとき

の 音 、雨 の あ と、落 ち葉 か ら香 り立 つ 匂 い 、新 春 の 山 が パッ

チワ ークか モ ザ イクの ように 色 づく様 子 が 特 に 好 きです。

2)科 学 的 知 見 に 基 づい て山 の 生 態 系 に 向 き合 い たか ったの で。

3)目 指 すは 、高 尾 の レイチェル ・カーソ ン。微 妙 なバ ランスの 上 で成 り立 ってい てい る自 然、

一 度 失 わ れ たら 容 易 に は 取 り戻 せ な い そこ に 生 きる動 植 物 の 尊 さを伝 え るような 活 動

が したい です。

■ 舩 山 亜 希 （ふ なや まあ き）、東 京 都

東 京 の 西 の は ずれ 、高 尾 に 移 り住 んで約 20年 に なります。

小 学 校 の 通 学 路 を流 れ る小 川 に は カワ セミが 生 息 し、夏 に は ホタル が 飛 び交 うな ど自

然 豊 か な環 境 で子 供 たちは 育 ちました。

それ ぞれ が 自 然 に つ い て学 ぼ うと進 路 を決 めた矢 先 の コ ロナ 禍 。

学 び舎 へ 通 うこ とも ま ま な ら な い 日 々 が 続 い た時 期 、久 しぶ りに 親 子 で 高 尾 山 へ 登 り、

植 樹 や クリーンア ップ活 動 に 参 加 。

活 動 を通 して身 近 な自 然 が い か に 貴 重 であ るか とい うこ とを再 認 識 するととも に 、植 樹 し

た木 の 樹 種 に つ い てなに も知 らず「森 を見 て木 を見 ず」だったことに 気 づきました。

子 供 たちを育 んで くれ た豊 か な 自 然 を次 世 代 へ 残 して い くために 、身 近 な 自 然 に つ い て

学 びたい と思 ったの が 受 験 の きっか け です。

こ れ か ら は 木 も 森 も 観 な が ら 、地 元 の 高 尾 山 の 魅 力 を伝 え る活 動 が で きれ ば と思 い ま

す。

■ 中 村 緑 （なか むらみ どり）、神 奈 川 県

1)木 全 般 好 きです，最 近 は モチノキなど赤 い 実 をつ け る木 が きれ い だなと思 ってみ てい ま

す．

2)山 が 好 き歩 くうち，何 となく植 物 に 興 味 を持 つ ように なりました．植 物 に もっと詳 しくなるた

めに ，活 動 する場 や 仲 間 が 欲 しか っ たこ と，将 来 自 分 も 誰 か に 山 の 面 白 さを伝 えら れ た

らい い なと思 って森 林 インストラクターを目 指 しました．

3)ま だま だ知 識 が 足 りな い の で ，森 林 インス トラク ターの 方 々 に たくさん学 びたい な と思 い

ます．地 質 や ，森 づくりに も興 味 が あ るの でその ような活 動 に 関 わ りたい です．

よろしくお 願 い い たします．
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■ 桝 永 幸 介 （ま すなが こうすけ ）、熊 本 県

1)山 登 りや 野 鳥 の 写 真 撮 影 が 趣 味 なの で、好 きな生 物 は カワ

セミ、ジョウ ビタキな どの 野 鳥 と江 津 湖 （熊 本 市 内 ）の 地 域 猫 た

ち。

自 然 豊 か な 阿 蘇 山 一 帯 （特 に 根 子 岳 ）と、湧 水 が 豊 富 で 、渡

り鳥 の 生 息 数 が 多 い 江 津 湖 が 個 人 の 活 動 の フィール ド。

2)学 生 時 代 ワ ンダーフ ォーゲル 部 で活 動 中 、子 供 たち対 象 の キャ ンプ引 率 の バ イトをした

こ とが あ り、その 時 の 子 供 たちの 笑 顔 が 記 憶 に 残 って お り、大 自 然 の 中 での 野 外 活 動

の すば らしさを未 経 験 の 子 供 たち等 に 知 って欲 しい か ら 。

3)趣 味 や 過 去 の 経 験 を生 か せ る「キャ ンプ」、「野 鳥 観 察 」、「昆 虫 観 察 」、「水 生 生 物 観

察 」。

企 業 の CSR支 援 や 災 害 援 助 。

■ 松 井 紀 尚 （まつ い としひさ）、東 京 都

小 石 川 植 物 園 の あ る文 京 区 で生 ま れ 育 ち、エ ノキの 大 木 に 登 っ

たり、ヒキガエ ル の 卵 や 玉 虫 を採 ったりして遊 んでい ま した。中 学 の

時 、山 登 り サ ーク ル の 新 歓 丹 沢 山 行 で 、 タラの 芽 な ど山 菜 を採 っ

て山 の 上 で天 ぷ ら に して食 べ た楽 しい 思 い 出 が あ ります。学 生 の

時 、富 山 県 の 植 林 地 で 1週 間 くら い 合 宿 して 下 刈 りをしま したが 、

就 職 後 は 森 林 インストラクターに 関 係 する活 動 をしたこ とは あ りませ

ん。

高 山 の 稜 線 を、雄 大 な 大 自 然 に 抱 か れ なが ら 歩 くの が 好 きで す。木 々 や 草 花 を、景 観

の 一 部 として 観 て い るだけ で は なく、近 寄 っ て 観 察 し、名 前 も覚 え たい と思 っ たの が 資 格

取 得 の 動 機 です。

森 林 の 動 植 物 の 生 態 、地 球 の 歴 史 、生 物 の 進 化 、昔 か ら の 人 と森 の 関 わ り 、 な ど興

味 は 尽 きま せ ん。先 輩 方 の ように 、森 林 の 面 白 さ不 思 議 さを、楽 しく多 面 的 に 伝 え ら れ

るように なりたい と思 い ます。

■ 水 上 和 子 （み ずか み か ずこ ）、東 京 都

1)生 物 全 般 に 興 味 が あ りますが 、知 識 は まだまだ。勉 強 中 です。

現 在 は 、森 林 インストラク ター受 験 をきっ か け に 関 心 をも っ た樹 木 の 観 察 に は まっ て い ま

す。東 京 生 ま れ の 東 京 育 ち。慣 れ 親 しんだ武 蔵 野 の 屋 敷 林 や 雑 木 林 に や すら ぎを覚 え

ま す。縁 あ っ て、７年 位 前 か ら 長 野 県 東 信 地 域 ・千 曲 川 上 流 部 の 渓 畔 林 で 活 動 して お

り、東 京 に は ない 中 山 間 地 の 魅 力 も感 じてい ます。

2)ふ るさと東 京 での 森 活 動 もそろそろと思 い 、仲 間 を求 めて受 験 しました。

3)

・子 どもや 若 者 の 「センス・オブ・ワ ンダー」を育 む活 動 。

・東 京 に 残 され てい る森 や 林 を守 る活 動 。子 ども達 の 未 来 に 繋 げる森 づくり。

・東 京 ・長 野 の ２拠 点 での 活 動 経 験 を活 か し、都 市 部 住 民 と森 をつ なげる活 動 。
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■ 森 和 子 （もりか ずこ ）、東 京 都

1)ロゼットビオラ

2)仲 間 と一 緒 に 、生 き物 に 関 わ る活 動 が できたら楽 しい だろうと思 ったか ら 。

3)まず、い ろい ろなイベ ントに 参 加 して、自 分 の 感 性 に 引 っか か るもの を増 や したい 。

■ 森 栄 （もりさか え）、東 京 都

1)生 育 地 は 九 州 の 山 村 、山 野 草 や 野 鳥 が 好 きです。こ の 時 期 ２月 ですと、林 床 の セツブ

ンソウ や 野 鳥 ミソサ ザ イなんか 良 い ですね 。それ と、多 くの 東 京 都 絶 滅 危 惧 種 、日 向 ぼっ

こ 中 の ニホンカナ ヘ ビも愛 お しくなります。

2)リタイア後 は 自 然 豊 か な多 摩 地 区 に 転 居 し、全 く未 経 験 なが ら自 然 管 理 の NPOを少 し

手 伝 うご縁 もあ り、自 然 の こ とを色 々 知 ろうと考 え、受 験 に 至 りました。

3)将 来 、例 え ば 自 然 観 察 会 の 合 間 に 野 点 を取 入 れ 、参 加 者 の リラック ス 効 果 を高 める

活 動 等 も 可 能 なら お 手 伝 い したい ですね 。私 事 、赴 任 地 東 北 の 森 林 で座 して聴 い た津

軽 三 味 線 は 爽 快 で セラピー、40年 経 ても 色 褪 せ ま せ ん（仕 事 の 記 憶 は 忘 却 の 彼 方 ）。

未 熟 ですが 、何 卒 宜 しくお 願 い します。

■ 山 﨑 伊 織 （や まさきい お り）、東 京 都

1)「氷 河 期 か ら の 贈 り物 」とも 言 わ れ てい て、氷 河 期 の こ ろか ら 生 き残 っ てきた高 山 植 物

が 好 きで す。気 温 が 低 く風 も 強 い 過 酷 な 環 境 で も け な げに 生 き抜 く、小 さな可 憐 な 姿 に

癒 され ます。

2)趣 味 の 登 山 を楽 しんでい ると、色 々 な動 物 、樹 木 、草 花 をみ か け ます。以 前 は ほ とんど

知 識 を持 っ て い な か っ たの で すが 、 所 属 して い る山 の 会 に 花 が 好 きな 人 が 多 く山 行 の

途 中 で花 の 名 前 を教 え て い ただきま した。知 れ ば 知 るほ ど興 味 が 湧 い て きて 、ただ山 に

登 るだけ では なく自 然 全 体 に 視 野 を広 げたい と思 い 、森 林 インストラクターを目 指 しました。

3)特 定 の 分 野 に 特 化 するの で は な く、FITの 活 動 を通 じて 幅 広 い 知 識 を学 ぶ こ とで 自 然

全 体 の 素 晴 らしさを伝 えてい け る森 林 インストラクターに なりたい です。
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＊ 事 務 局 便 り

新 型 コロナ感 染 症 は 、未 だ終 息 していませ ん。引

き続 き感 染 防 止 対 策 に十 分 な配 慮 をお願 いいた

します。

本 号 は 、3月 16日 （土 ）開 催 の 2024年 度 （令 和 6

年 度 ）FIT総 会 の ご案 内 および議 事 資 料 を掲 載 し

ています。皆 様 、必 ず目 を通 してください。

● 会 員 情 報 ：1月 31日 現 在 会 員 数 355名 （含 む

新 入 会 員 20名 。）

お知 らせ

（１） 2023年 度 （令 和 5年 度 ）森 林 インストラクター

合 格 者 およびFIT入 会 者

全 国 で受 験 申 込 者 331名 （昨 年 度 は 280名 ）、合

格 者 141名 （昨 年 度 109名 ）。

東 京 都 在 住 の 合 格 者 は 22名 。FITへ の 新 入 会

者 は 1月 末 現 在 20名 。

（２） FIT名 簿 更 新

FIT会 員 名 簿 の 次 回 更 新 は 3月 末 となります。最

新 版 が FITデータベース（旧 HP）に掲 載 され ていま

すの でご確 認 いただき、訂 正 等 が あれ ば 3月 20日

ごろまでに事 務 局 あてにご連 絡 ください。

（３） 来 期 会 費 関 係

別 途 、会 計 よりご連 絡 の 通 り、2024年 度 （令 和 6

年 度 ）の 会 費 納 入 （2024年 3月 1日 ～ 2025年 2月

末 日 分 ）は 、今 年 度 に限 り4月 末 日 です。

自 動 払 込 を申 し込 んでいる方 は 、4月 30日 が 引

落 日 となります。

4月 29日 までに、余 裕 をもって口 座 に入 金 をお願 い

します。

振 込 をされ る方 は 、4月 30日 までに、FIT口 座 に振

込 をお願 いします。

（４） 新 年 イベント

今 年 の 新 年 イベントは 、1月 13日 （土 ）に「新 合 格

者 FIT入 会 説 明 会 」「新 年 自 然 観 察 会 」「新 年 懇

親 会 」が 実 施 され ました。

「新 合 格 者 FIT入 会 説 明 会 」場 所 ：国 営 昭 和 記

念 公 園 花 み どり文 化 センター

新 合 格 者 10名 参 加 。

新 合 格 者 同 期 会 の 愛 称 は “キブシの 会 ”となりま

した。

「新 年 自 然 観 察 会 」場 所 ：国 営 昭 和 記 念 公 園

参 加 者 102名 （内 新 合 格 者 ８名 ）。

「新 年 懇 親 会 」場 所 ：立 川 ベースボール 参 加 者

70名 （内 新 合 格 者 4名 ）。

幹 事 の “ニレの 会 ”（令 和 ２年 ）の 皆 様 、大 変 お

疲 れ 様 でした。そしてありが とうございました。

1 .モンシロチ ョ ウは さなぎで○ ○ ○ ○
2.この 幼 虫 は 皆 さん よくご存 知 です

3.血 液 が 止 まるとこうなる

4.南 方 系 の 樹 木 は なか なか ○ ○ しない

5.よく集 団 で吸 水 している

11.早 春 に咲 くユ リ科 草 本

14.○ ○ 哀 楽 が 激 しい

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

1 .束 の 間 、 は か ない とい う意 味 で春 の 一 時

期 だ け 活 動 す るもの をスプ リ ング 〇 〇 〇 と

呼 ん でい る

6.早 春 の 風 物 詩 ,シダ の 一 種

7.クマの 好 物

4.猛 獣

9.舳 先 の こと

10.○ ○ スミレ、シロチ ョ ウ、カ ゲ ロウ

12.お茶 の 産 地 といえば

13.サ トイモの 葉 柄 の 別 名

15.葉 が ウメに似 ているの でこう呼 ば れ る
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